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L
ふ

し

き

の
生
活
内
容
必
態
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
か
B

そ
れ
と
も
一
級
紙
々
増
挫
し
七
の
で
あ
る
か
に
就
て
は
、

あ
る
。
諒
ち
‘
に
は
)
翠
に
従
的
に
、
或
い
は
偶
然
的
に
符
衣
し

か
つ

結
果
が
、

前
川
知
の
如
く
、
一
見
相
塑
立
す
ゐ

士
一
舵
命
日
山
均
等
惑
が
、
必
然
的
、
関
定
的
な
…
制
授
と
化
し
た
と
す
み
ハ
ヤ
ン

γ
夫
妻
の

凡
ゆ
ゐ
分
野
や
遁
じ
て
一
般
的
で
あ
つ
に
と
も
‘

見

出

さ

ク

ラ

パ

ム

オl
る
楽
観
的
丸
解
、む

あ
る

υ メと

Yぷ
、い
し

寧
ろ
そ

し
て
‘
そ

の
枇
合
的
安
惑
が

明
嶋
崎
商
が

お
の
如
き
見
解
の
相
識
が
あ
る
に
し
て
も
ち

い
は
夜
鋭
化
し
山
い
ご
と
は
，
守
う
べ
か
ら
ざ
る
事
賓
と
し
て
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
十
九
世
紀
の
縦
波
紋
、
資
本
主
義
枇
合
の
基
本
的

矛
盾
や
克
践
し
特
允
か
透
か
の
問
題
。
ぞ
加
と
ナ
れ
ば
も
そ
れ
ら
の
舵
合
的
窓
口
惑
が
畿
の
昂
揚
、
対
好
機
者
の
機
織
化
等
に
よ
り
一
般
の
t

M
鵠
乃
不
十
円
は
認
識
の
探
念
み
に
つ
れ
て
匡
正
さ
れ
、
消
滅
し
て
行
っ
ち
M

と
を
一
小
し
て
い
ら
し
、
ゑ
化
問
題
を
物
質
的
生
活
艇
に
設
定
す
れ

ば
、
安
ぷ
綿
乎
…
械
工
の
~
翌
日
、
例
外
が
あ
る
に
し
て
も
、
大
部
分
の
雪
霊
会
段
議
が
健
一
察
室
長
守
主
の
上
昇
一
件
、
ひ
邦
人
格
的

諸
カ

G
5
3き
急
ぎ
の
お
る
の
器
内
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
て
行
つ

し
七
影
響
や
諭
ず
ゐ

て、

の
一
位
命
的
雲
市
一
惑
が
、

い
は
増
大
し
を
或

175-

」
と
も
否
定
し
得
な
い
。

は
.
営
然
見
s
荒
川
W
織

の

問

題

も

主

む

潜

象

と

さ

一

れ

あ

る

が

、

見

ハ
4
V

の
で
な
い
こ
に
及
ば
な
い
。
殊
に
、
被
救
怖
民
の

fb~ 

の
根
幹
を
な
し
て
い

教
直
克
の
交
付
性
問
践
的
な
蕗
置
や
徒
弟
の
身
柄
そ
引
受
け
允
税
方
の
無
慈
悲
な
待
識
に
よ
っ
て
も

に
、
一
般
に
税
務
総
箆
の
規
制
、
が
議
壊
し
て
行
く
に
つ
れ

え
て
自
ら
の
パ
ン
や
穣
が
せ
、
職
識
的
諮
畿
や
『
施
し

扶
山
し
も
こ
の

と
い
う
漉
強
拡
古
く
テ
ユ

i
ダ
ー

さ
胃

g伐
の
ぬ
)
の
制
度
は
、

じ
め
に
の
で
あ

〕
の
制
度
が
弐
第



勢に
と織?兇
が心議
必、傍次
ず 1YVJ '7 
し搾介
もJl'足二
殺1の L
:!:!:.手 J

的段ホれ
でと 1
あきイ
えの
j夜
丘二

. 

て、

か
開
問
る
が
‘

あ
っ
て
も
緩
め
て
年
少
の
格
見

抹
殺
し

幾
“
演

vu

i
aバ
1
6
4
8
1
4
A
q

3
4
h
7
2
ω
h
ι
ミ

ド
斗
島
守
語
、
持

く

る

喜子

持
な
い
強
い
誘
丙
が
存
在
し

判
作
総
追
求
以
外
の
持
も
の
も
眼
中
に

的
能
力
と
限
界
そ
無
殺
し
て

い
と
共
に
事

吋:
臨
み

<， idて
もか
っ
すこ

激
I込佑
挫し
約 fこ

精と
語学は

つ
に
の
で
は
ぷ

116 

議なし
める?で
新 14長そ
昂 trlれ
間三?よ
は集り
長とヰ1 lt 
臨しく
にてな
開閉lか
か，光つ
れやすこ
?こ 'lti 0 

の せ
でし
ゐめ
るた
。/、 0)
与で
あ

原
動
機
と
し
て
利
用
さ
れ
ゐ
以
前
の
結
総
工

じ
立
地
し
に
の
で
あ

ま、

更
に
工

の
念

iJ、

つ

士
官
時
の
こ
と
と
て
吻
い
わ
れ
ら
に
伴
う
勢
織
力
確
保
の
困
難
糸
川
解
決
し

〈
日
付
)

あ
っ
た
α

こ

ロ
ン
ド
ン
‘
リ
グ
ア
ブ
!
ル
そ
の
憾
の
大
都
市
か

如
何
に
悲
惨
な
壌
過
に
沈
給
し
て
行
つ
の
資
併
は
枚
邸
中
仁
詮
な
い
の
で
あ

工
場
に
於
て
集
機
的
に
操
舵
さ
れ
に
ゆ
}
と
は
比
較
的
手
く
か
ら
識
者
の

に

紡

議

「

同

じ

墜

棋

の

で

に

つ
に
。

こ
れ
に
濁
す
る
人
道
的
批
判
が
工
場
法
制
定



に
が
故
仁
」
保
護
立
法
の
制
定
・
施
行
に
は
最
も
陣
容
が
少
い
と
い
う
恵
ま
れ
丈
保
件
に
あ
っ
七
の
で
、
(
d
r
初
の
工
場
法
は
一
八

O
二
年
木

(ロ)

綿
。
羊
毛
工
業
の
教
匝
徒
弟
に
闘
し
て
護
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
五
が
、
歴
々
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
こ
の
工
場
法
は
全
く
死
文
に
経
つ
に
。

(

日

日

〉

結
い
て
一
八
一
六
年
、
ロ
ン
ド
ン
の
教
直
は
四
十
マ
イ
ル
以
遠
の
地
へ
教
直
徒
弟
や
選
り
出
す
こ
と
沿
禁
ぜ
ら
れ
、
主
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
よ

り
北
部
工
業
地
帯
へ
の
非
人
道
的
な
教
区
徒
弟
の
集
圏
輸
送
に
絡
止
符
ぞ
打
つ
に
の
で
あ
る
が
、
時
蹴
に
蒸
気
機
関
が
動
力
と
し
て
臆
用
さ

れ
、
紡
績
工
場
は
都
市
に
立
地
す
る
に
至
っ
て
い
た
の
で
.
州
労
働
力
の
供
給
源
は
自
由
労
働
児
童
ハ
一
昨
日

E
5
5
岳山
E
B
D
)
へ
と
移
行
し

て
い
た
の
で
あ
つ
に
。
併
も
工
場
内
で
彼
等
の
陥
っ
た
運
命
と
て
決
し
て
敬
直
徒
弟
の
そ
れ
と
探
ぶ
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

か
か
る
情
勢
の
推
移
に
臆
じ
て
、
白
由
労
働
児
童
に
も
法
律
的
保
護
や
輿
え
ん
止
す
る
試
み
は
夙
に
才
ワ
エ
ン
以
来
不
断
に
推
進
さ
れ
た

に
拘
ら
ず
、
一
八
一
九
年
の
ピ

1
ル沈静、〈
J
八
二
五
年
の
ホ
ッ
プ
ハ
ヲ
ス
尚
小
如
く
、
木
綿
工
業
に
闘
し
て
貫
効
の
伴
か
ざ
る
工
場
法
が
制

定
さ
れ
に
に
過
ぎ
ず
、
度
重
な
る
論
戦
の
末
、
漸
く
一
八
三
三
年
に
初
め
て
効
力
あ
る
工
場
法
が
絹
工
業
以
外
の
全
繊
維
工
業
の
児
童
・
未

(
M
A
)

，

(

お

)

へ

M
P
〉

成
年
者
を
封
象
と
し
て
護
布
さ
れ
た
。
更
に
一
八
四
四
年
に
そ
の
遁
用
は
婦
人
に
も
及
ぼ
さ
れ
、
一
八
四
七
年
の
十
時
間
法
沿
経
て
、
一
八

五
三
年
の
工
場
向
じ
統
合
さ
れ
に
。
結
局
、
工
場
制
度
が
成
立
し
て
児
童
弊
働
の
弊
害
が
集
中
的
に
表
現
さ
れ
得
大
木
綿
工
業
に
於
て
そ
の

-177-

1， 

改
善
は
最
初
に
若
手
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
完
全
な
成
果
会
牧
め
得
る
ま
で
に
は
議
舎
の
内
外
を
通
じ
て
強
靭
な
る
反
封
論
ぞ
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
殊
に
ア
ダ
ム
@
ス
ミ
ス
の
所
設
d
M
7

・
自
己
に
好
都
合
な
よ
う
に
援
用
す
る
工
業
資
本
家
の
反
割
論
は
「
自
由

放
任
」
の
時
湖
に
乗
っ
て
い
る
記
け
に
極
め
て
強
力
で
、
あ
つ
士
。
従
っ
て
工
場
法
の
制
定
に
は
多
大
の
日
時
と
遅
々
に
ゐ
前
進
の
累
積
が
必

要
で
あ
っ

t
hぷ
し
、
法
的
手
段
に
よ
る
祉
合
的
官
官
惑
の
匡
正
と
い
う
こ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
に
何
よ
り
も
貢
献
し
、
た
の
は
、
勿
論
議
舎

の
内
外
に
あ
っ
て
倦
む
と
こ
ろ
な
く
辛
酸
な
る
努
力
議
選
し
七
人
道
主
義
的
昨
命
同
改
革
運
動
家
の
情
熱
も
忘
れ
ら
れ
な
い
が
、
2
骨
?
ろ
宇
世

紀
に
垂
ん
と
す
芯
そ
の
問
に
認
め
ら
れ
る
十
九
世
紀
祉
舎
の
大
き
な
嬰
還
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
背
景
必
こ
そ
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
即
ち
、
先
づ
第
一
に
、
「
産
業
の
自
由
」

(
p
g仏
O
B
旦
官
。
門
E
2目
。
ロ
)
の
名
の
も
と
に
議
行
さ
れ
に
賓
本
家
活
動
の
み
の
自
由
が
、

例
え
「
生
産
」
の
問
題
を
解
決
し
て
資
本
家
の
手
許
に
富
の
蓄
積
沿
粛
し
に
じ
し
て
も
「
分
配
」
の
問
題
研
}
解
決
し
て
園
民
大
衆
の
幅
一
肱
ぞ
・

経
済
問
学
研
究



ク
一
フ
イ
ミ
シ
グ
・
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イ
の
底
止

ヨヨミ
q-

!Il.f 

事

増
進
す
る
こ
と
は
な
か
っ
に
と
す
る
枇
合
的
批
判
、
に
始
り
‘
社
合
的
害
悪
沿
前
に
し
て
畳
醒
さ
せ
ら
れ
に
十
九
世
記
の
良
心
が
こ
の
段
階
じ

封
躍
す
る
新
な
る
人
道
主
義
と
社
合
改
革
理
想
や
接
頭
せ
し
め
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
一
方
で
「
自
由
放
任
」
の
賓
本
家
的

猫
断
が
理
論
的
批
判
。
ぞ
受
け
、
他
方
で
は
大
衆
の
枇
合
問
題
に
劃
す
る
闘
心
が
昂
揚
さ
れ
つ
つ
あ
品
と
き
、
相
侠
っ
て
園
家
的
干
渉
へ
の
塗

沿
開
拓
し
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
o
E
た
に
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
繋
伎
の
混
乱
か
ら
快
復
す
る
に
つ
れ
て
、
・
次
第
に
枇
舎
の
最
一
揖
分
子
に
謝
し
て
保

(

却

ゾ

護
金
興
え
得
る
、
た
け
の
鯨
裕
k
q
許
し
た
経
情
的
繁
柴
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
未
花
、
勢
働
者
が
充
分
に
階
級
意
識
と
強
聞
な
恒

常
的
結
合
冶
有
し
な
い
十
九
世
相
前
宇
に
あ
っ
て
は
、
か
か
る
法
律
の
制
定
が
直
ち
に
彼
等
の
階
級
的
要
求
の
勝
利
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ

な
い
。
議
舎
に
於
て
工
場
改
革
運
動
沿
推
進
し
て
行
つ
七
の
は
、
主
と
し
て
人
道
主
義
者
、
殊
に
ト

l
リ

l
黛
に
属
す
る
博
愛
運
動
家
で
あ

る
が
、
法
案
審
議
の
経
緯
は
寧
ろ
彼
等
の
提
出
し
た
員
撃
な
る
法
案
が
ト

l
リ

l
、
・
ヲ
イ
ツ
グ
雨
窯
政
争
の
聞
に
練
弄
さ
れ
て
採
否
が
決
す

る
と
い
う
貴
献
で
あ
っ
た
。
選
拠
培
法
改
正
の
代
償
と
し
て
一
八
三
三
年
の
エ
場
法
が
、
穀
物
法
駿
止
の
復
讐
と
し
て
十
時
間
法
が
通
過
し
た

の
は
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

扱
、
木
綿
工
場
以
外
の
工
場
、
作
業
場
ハ
当
2
E
F
o
u
)
及
び
家
庭
工
業
に
於
け
る
児
童
勢
働
の
弊
害
は
、
或
い
は
今
夏
目
新
し
い
も
の
で

も
な
か
っ
た
し
、
或
い
は
そ
の
部
門
白
闘
が
木
綿
工
場
程
の
注
覗
身
浴
び
な
か
っ
七
の
で
、
そ
の
官
官
惑
が
往
々
木
綿
工
場
以
上
に
極
度
な
も

の
で
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
論
議
の
的
と
な
ら
な
か
っ
に
に
過
ぎ
な
い
。
，
然
し
最
初
の
保
護
立
法
が
一
憾
の
成
果
を
牧
め
、
併
も
反
封
論
者
の
主

張
し
七
如
き
論
擦
が
杷
憂
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ミ
と
が
明
白
と
な
る
と
、
人
道
主
義
の
思
惑
が
漸
失
に
他
の
分
野
に
及
ぼ
さ
れ
行
く
の
は
首
然

の
趨
勢
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
繊
維
工
場
、
鉱
山
、
繊
維
工
業
以
外
の
工
場
へ
、
更
に
作
業
場
へ
と
児
童
(
設
ぴ
に
未
成
年
者
、
婦
人
)

努
働
の
侭
護
は
損
延
さ
れ
て
行
っ
た
。

本
稿
の
一
ア
!
?
と
す
る
煙
突
掃
除
業
に
於
け
る
児
童
(
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
@
ボ
ー
イ
)
の
保
護
立
法
は
、
右
の
如
く
児
童
努
働
一
般
に
救
怖

の
手
が
差
の
べ
ら
れ
て
行
っ
た
時
代
に
あ
っ
て
、
こ
の
部
門
の
辛
口
悪
が
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
向
の
ど
ん
な
職
業
の
中
で
も
タ
イ
パ

l
ン
(
口
ジ
ド

へ
の
最
大
の
揺
箆
」
と
言
わ
れ
る
程
で
あ
っ
た
が
故
に
最
も
半
く
か
ら
制
定
さ
れ
た
に
拘
ら
ず
、
こ
の
部
門
特
有
の
/

/

 

ν
の
死
刑
場
:
;
:
設
者
)
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諸
原
因
と
ク
ラ
イ

Z
ン
グ
@
ボ

1
4
の
苦
難
に
劃
す
る
一
般
の
恐
る
べ
き
冷
淡
に
楠
さ
れ
て
、
一
世
紀
飴
の
長
き
に
豆
ゐ
議
舎
内
外
で
の
努

力
の
結
品
が
漸
く
に
し
て
一
八
七
五
年
に
至
り
こ
の
「
イ
ギ
収
ス
に
特
有
の
害
悪
」
在
終
組
せ
し
め
得
た
の
で
あ
っ
た
0

・
そ
の
歴
史
は
、
般

令
産
業
革
命
の
直
接
的
影
響
在
家
つ
七
工
場
児
童
と
事
情
が
同
一
で
な
い
に
し
て
も
、
而
も
十
八
世
紀
よ
り
十
九
世
紀
宇
ば
に
及
ぶ
イ
ギ
リ

ス
の
祉
ム
吋

7
経
補
生
活
必
特
徴
♂
つ
け
る
波
多
の
要
素
を
浮
彫
す
る
も
の
と
し
て
興
味
が
深
い
で
あ
ろ
う
。

註
(

1

)

雨
波
の
見
解
に
研
究
史
的
民
型
、
必
興
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
小
松
芳
否
、
「
一
産
業
革
命
と
労
働
者
」
(
人
文
科
阜
研
究
、
第
七
披
)
昭
和
一
一
ナ

四
年
参
照
。

(

2

)

同・出
-
Q阻
む

}gHHMWPロ
関
口
O
ロ
0
5山
口
出
目
的
件
。
吋
『
。
出
回
向
。
仏
日
吋
ロ
切
門
町
宮
山
口
u

J

可

O]
・円
u

同，
F
m
悶
白
吋
】
山
、
河
田
口
司
出
可

p
m
m
-
∞M
O
i
l
】∞
U
Q
U
3旧
日

wHUHU・

国
u
u
m
ア
l
N
・

(

3

)

叶
Jω
・〉由伊丹
c
p
叶，
F
叩阿ロ門凶
HMm山汁円目白日月四〈。-ロ昨日
o
p
白
ω
苫
弘
司
山
口
回
目
立
山
omH
同同
)
S
J
3
u
吋
wHU
・

s・

ア
シ
ユ
ト
シ
数
授
は
泊
去
の
務
働
者
階
級
の
怪
史
が
飴
り
に
J
h
政
治
的
英
雄
一
停
記
主
一
誌
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
吋
労
働
者
生
活
の
向
上
に
貢
献
し
た

の
は
個
人
の
英
雄
的
行
協
や
「
迩
叶
」
よ
り
も
寧
ろ
「
非
人
格
的
諮
力
」

1
1
1
交
通
の
裂
蓬
、
地
方
的
統
制
の
衰
退
、
通
貨
供
給
の
囲
滑
化
、
協
同

組
合
を
含
む
小
質
問
簡
や
貯
蓄
銀
行
の
謹
湾
が
そ
の
内
容
と
し
て
翠
げ
ら
れ
て
い
あ
|
|
の
進
展
で
あ
る
と
述
べ
、
従
来
経
済
史
に
於
け
も
「
盟

問
」
の
霊
嬰
性
、
か
誇
張
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
警
告
イ
し
て
い
る
。

小
松
救
援
は
「
非
人
絡
的
諸
力
」
の
内
容
を
『
教
育
の
普
及
、
出
肢
の
民
家
化
、
大
森
腕
楽
の
陸
品
、
公
共
同
書
館
ω

公
国
・
公
家
浴
場
@
博
物

館
の
援
護
な
ど
、
経
済
的
援
素
で
な
い
が
、
間
人
に
よ
る
「
英
雄
的
」
行
局
乃
否
一
「
還
時
」
で
は
な
い
も
の
』
へ
も
描
充
ず
る
こ
と
を
示
唆
さ
れ
て

い
る
。
(
小
川
似
芳
湾
、
前
端
稿
、
入
六
頁
)

(

4

)

。・一『・ロロロ同
OMY
開ロ
m
-
2
Y
〉
HUH)吋m山口片山口角山田町山匂田口
a
n
uげ口仏岡、白
-
u
C
ロ
♂
白
白
山
由
同
0
3
c
-
m
v
H
M
w
u
・N
a凶・

同
-
E
U凹
o
p
吋
町
田
の
5
4ぐ
匹
。
出
回
口
問
-
u
r
ω
o
n
山由同月
w
同

ω
F
O吋
門
間
n
oロ
O
B山
口
出
U
H
O円句二泊中市
U
W
H
V
-
o
u
-

(

5

)

こ
れ
に
閲
し
て
は
、
ロ
自
己
8
v
o
u
-
口
?
の
F
u
q
H
・
及
び
特
に
ロ
ジ
ド

Y
に
閲
し
て
で
あ
ゐ
が
、
民
・
り
C
吋O
H
S
の目。円
m
p
H
b
E
oロ
ピ
同
町

日P
H
F巾
同
司
周
忌
の
日
ロ
同
戸
H・M
J
3
N
U
U

。日同・〈・
h

町
htuu
叩
ロ
門
出
口
町
曲
目
『
・
参
尚
一

(

6

)

ロロロ
HOHVw
。
H
y
n
F
w
℃

H
Y
N
u
o
l
-
-

例
え
ば
ノ

γ
テ
イ
シ
ガ
ム
の
靴
下
製
法
楽
に
於
之
は
徒
弟
二
十
五
人
を
擁
L
な
が
ら
、
日
院
職
人
を
一
人
も
雇
は
な
い
親
方
さ
え
あ
っ
た
。

(
巧
吉
田
B

F

E

F

P

呂
田
ぢ
与
え
同
吉
区
向
島
町

gi当
g戸
事
仲
間
O
回
目
印
弓
田
E

E

B

区
自
民
国
n
g
B♂
円
∞
血
吋
w
H
)
-
a
・)

経
済
皐
研
究
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く!'-)'1トト守マらどくおれトト"'''''尺 !?iJ議@H~市 11認トJ rmやTゆりペ..t"jQt令達三JiぷJ;ふ議二¥J二1{il..¥J穏γ¥.Jユ心。
(Danielひばりふ ATourJhrough and Walos， Ev邑rYrnan'sLibrary，γ01.宣， p.136幽)

く∞) C“R. Great Brit設infrom Adam Smith to the pr記sentD乱ys，an Economic設ndSocial Surv記y，192久 p..352剛
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op: cit.， pp. 268ーヲ.)

) J. L. aIld Barbara Hammond， The Town Labour.むr1760… 1832， Th器対忠明rCivilization， r附1潟母w邑必d
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くこ) Ibid吋 pp.266-7.

く:::) 総事鈴《監察Q認を菰滋%安委必も。4全斗セ h議事蕊メ議室トテ.(<心ム刷、 '1争え号伏見3指定患詰 (G.W. DaI出 18，T初日在rlyEnglish 

Cotton Industry， 1920，凶.146-8‘}-~~+!胞~!1郎総J蕊必ニり必心中立V 霊祭等宇治ふ兵冷却:部必議会まれJ 今.;，.!リ

o/tJ..;こどt!{j~，必ニ。 (cf・ 1・ L. and Barbant Hammond，' The Rise of Mo恥rnIndustry， 2ed.， 1926， pp.43-4， 250・) g 

〈む) L. C. A. Knowles， Th己 Industrial and Commerdal 1支出volutionin Gr日atBritain during the Nineteenth C母ntury，192 
1， p.392“ 
G号org合， op. cit.， p. 267. 

くま) Arthur 1え.edford，Labour Migration infEngland，J800--1850， 1926，pp.22-4. 
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22ラ，ff.and 256.) 

く;'::).Hammond， Town Labourer， p.149. 
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ハ
ば
山
)
ピ
ロ
凶

opou-
口
洋

-wE・
M
g
i
g
-

(
げ
)
占
U
N

の白
0
・
閥
、
円
・
吋
凶
・
(
回
目
何
回
目
同
町
同
口
弘
〕
広
一
OMB
何回]由。同
b
H
U
H
)

吋
白
出
江
口
問
ル
ロ
件
)

ハ
m
v
u
m凶の日
0
・
同
w

口・】凶唱・

(
円
)
同
洲
町
仏
出
。
円
《
Y
O
H
V
-
n
p
w
匂
H
Y
N
U

∞・

(
却
)

u

m

v

の白
0
・
国

w
n
-
m
a
-

(
幻
〉
仏
の
叩
0

・
ロ
コ
口
-au
・

(
辺
)
凶
伶
品
詞
B
・
門
司
円
・

5
u
・

こ
の
法
律
で
工
場
段
察
官
制
度
を
創
的
し
た
こ
と
が
始
め
て
工
場
訟
に
官
効
を
生
ぜ
し
め
た
。

自
己
。
弓
え
吋
2
8ミ
宮
間
在
住
。
P
N
E
J
S
]
ご
切
・

8
・)

(
お
)
吋
伶
∞
〈
山
口
f
n・
5
・

(
M
u
s
h
w
ご
〈
山
口
同
J

口・
M
m
w
-

(
お
)
】
内
山
h
r

】吋〈山口
f
n・
5
中・

(
お
)
リ
プ
ソ
シ
氏
は
「
経
済
的
進
歩
の
犠
牲
者
の
苦
難
」
に
鈎
し
て
園
民
一
般
の
保
闘
心
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
概
ね
弐
の
如
ぎ
も
の
を
翠
げ
て
い

る。一
、
工
場
制
度
初
期
の
害
訟
は
大
部
分
注
業
革
命
以
前
の
枇
舎
か
ら
の
遊
援
で
あ
っ
て
、
時
に
工
場
は
そ
れ
を
思
化
さ
ぜ
た
と
は
言
え
、
そ
の
中
辛
口
恵
、

は
深
〈
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
国
民
の
良
心
を
喚
起
し
に
く
か
っ
た
。

二
、
同
様
に
十
八
位
和
一
位
A

明
白
か
ら
の
遺
淫
た
る
「
自
由
放
任
」
の
殿
絡
な
教
義
に
経
済
的
救
世
を
見
出
十
と
い
う
経
済
愚
説
に
支
配
階
級
の
意
見
は

支
配
さ
れ
て
い
た
。
一
世
和
に
豆
っ
て
信
奉
さ
れ
た
こ
の
教
義
は
斗
朝
一
タ
に
し
て
破
棄
し
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
.

二
寸
多
数
の
議
員
た
ち
は
、
工
場
制
度
の
答
一
訟
は
泊
度
に
誇
張
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
こ
み
島
木
綿
工
場
以
外
の
毘
は
も
っ
と
惑
い
と
韓
議
さ
れ
た
の

み
な
ら
ず
、
大
衆
の
意
見
は
、
児
童
は
努
刷
聞
か
飢
餓
か
の
ご
者
選
一
で
あ
る
勺

6
0
5
5げ
君
。
円
F
2
g
o
ロ
注
目
件
。
白
田
守
は
或
程
度
ま
で
事

官
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と
て
も
児
童
第
働
が
成
年
労
働
者
の
第
賃
と
混
傭
を
匪
迫
し
て
い
た
こ
と
と
切
鰍
し
て
考
え
ら
れ
な
い
・
:
・
:
筆
者
)
と
か

叉
子
供
が
有
闘
で
あ
る
こ
と
が
怠
惰
と
罪
惑
の
原
因
と
な
る
と
の
主
張
に
も
即
位
響
さ
れ
て
枇
命
目
的
改
革
に
賛
意
し
か
ね
た
こ
と
。

四
、
シ
1

ニ
ヨ
ア
の
「
最
裕
一
時
間
設
」
の
如
き
理
論
に
基
い
て
第
働
傍
件
に
鈎
す
る
国
家
的
干
渉
は
反
鈎
さ
れ
て
い
た
こ
と
。

(
ロ
宮
o
p
。ロ

-
n
F
L
U
-
M
a
1ご
・
)

(∞-
F
-
出
口
同
口
町
山
口
臼
田
口
仏

hr
・同国
H
H

・2
0
p
L
P

経
済
同
学
研
究
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事

タ
ャ
フ
イ

Z

Y
グ
。
中
山

l
イ
必
絞
ふ

ハ幻
U

勿
一
論
法
問
家
的
人
の
行
路
の

「
木
綿
工
場
で
の
児
童
む
徒
弟
務
公
に
関
測
す
る
プ
ロ
テ
ス
ト

試
み
以
上
の
も
の
が
あ
る
。
」
(
の
き
叶
時
9
3
a
n
pヨ
同

Y
N
a
m
e
)

(

お

)

門

戸

E
u
g
p
c
H
Y
三件
J
Hさ
い
ご
i
u
・

序
た
が
ら
草
プ
ソ
シ
氏
uu
、
十
九
世
記
の
工
業
政
策
は
「
自
由
放
任
」
か
ら
保
護
政
策
へ
、
商
奨
政
紫
は
保
護
致
策
か
ら
「
忠
商
放
任
」
へ

と
い
う
滋
拶
の
著
し
い
観
的
照
そ
た
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
〈
M
E
a
-
w
M
y
u
c
c・
)

)

H

μ

シ
ド
γ
の
敬
一
原
後
弟
に
開
設
し
て
で
あ
る
日
か
、
ジ
ョ
ー
ジ
夫
人
は
「
幽
は
よ
り
撃
か
に
、
努
織
協
は
さ
ら
に
生
注
的
と
沿
っ
た
。
最

っ
た
o

」
と
述
べ
て
い
る
。
(
の
き
お
m
w
O℃
・
円
山
同
よ

の
は
牽
磁
的
合
で
あ
ヲ
り
う
か
。

r， 

MY

こ
と
が
、

ハ
m
N
U
F
M
U

問。HMWCMM・
J
n日
付
&
噂
ヲ
い
何
吋
い
~
・

G
e
w地

e
ト
レ
グ
甲
山
守

γ
ン
e

Q
品
。
吋
附
何
時
も

CMY
凸

O
F
U
M
Y
N
A仏
晶

182-

(
引

λυ

一一
ク

ラ

イ

ミ

ン

グ

ボ

ー

イ

の
C
河
村
山
内
同

n
h
J

々
か
き
富
山
可

g

o同叩
M
E
&
a
H
4
q
2
4
9
4

一35
3
予

au判断
W
M
4
0
m
w
V
U
4
4
0
9
p
d
s
o
p
u
d
q
2
H
U
で

k
t
ロ
(
同
日
可
内
問
苔
脅
さ
5
2
σ
4
4
日
比
ぽ
可
。
付

HHM吋
吋

CHJぬ
MHmu

ω
Q
吋
o
g
e

岳
山
口
語
岳
部
H
2
5
0℃

mwH丘
町
田
O
E
H
白
日
号
制

yww

he 

回目
3
F

向。・

五
O 
ぴ再
5i叱
設と

く;fl-認
と台、
じら
排
出
さ
tlい
る

r、

ぴ
ン
ド
ン
の

傑

は

一

ツ

シ

ェ

ル

以

上

に

禁
登
ら
せ
ゐ
非
人
道
的
な
方
法
が
‘
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
記
に
か
け

ハ
4
〉

(

乞

雪

山

内

5
0
V
吉
田
)
が
経
験
し
た
苦
設
は
容
易
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
つ
れ
ト
が
J
克
づ
知
将
な
る

。〉

y
 

グ
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ぶ

i



…
鶴
田
し
よ
う
。

石
炭
が
s
q
u
J
J
グ
ラ
ン
ド
で
使
用
さ
れ
始
め
大
の
は
さ
し
て
者
い
時
代
に
箆
さ
な
い
。
怒
し
漸
く
誠
司
剖
締
結
し
に
十
点
世
紀
以
降
の
木
材
不
足

数
料
の
石
安
へ
の
移
行
ぞ
推
進
し
に
も
の
と
鼠
わ
れ
ゐ
。
既
に
一
六
O
O年
、
ロ
ン
ド
ン
へ
の
移
入
茨
は
年
額
ニ

O
万ハリゲ
m
w
M
身
。
ロ

ニ
0
0震
が
そ
の
験
設
に
営
っ
て
い
た
こ
と
は
3

に
於
て
判
明
繋
一
般
に
使
用
怠
れ

し
め
る
。

に
入
れ
て
も
、

然
し
石
決
の
燃
陣
織
は
多
査
の
誌
と
惑
閥
尚
一
身
待
う
の
態
勢
の
建
議
、
ち
亦
必
涜
で
あ
っ
か
。
即
ち
ゃ
牧
イ
ン
ョ
グ
ラ
ン
ド

煙
突
の
設
舗
が
な
く
も
畿
に
家
設
の
銅
版
穴
乃
…
中
叫
ん
は
窓
か
ら
煙
や
排
出
し
に
の
で
あ
っ
た
が
、
エ
リ
ザ
バ
ス
時
代
よ
り
控
識
は
践
く
見
ら
れ
ら

、
よ
う
に
な
っ
允
の
で
あ
る
G

ハ
叫
ん
が
鴬
均
一
は
米
主
笠
壌
か
ら
の
理
主
本
の
醤
り
穏
道
沿
議
し
て
屋
根
の
煙
突
に
識
か
れ
る
と
い
う
穏
擦
の
簡

擦
な
も
の
に
惑
ぎ
ず
、
そ
の
締
除
ち
容
易
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
ハ
ノ

i
グ
ア
朝
の
部
宅
で
は
各
部
療
に
殴
擦
沿
設
け
ゐ
に
蕊
つ
牝
の
で
、
ロ

ン
ド
ン
の
如
舎
は
糠
州
内
の
都
と
な
り
、
指
も
山
本
の
笹
突
は
数
本
の
総
議
に
分
れ
て
、
議
い
は
水
一
ゃ
に
、
設
い
は
議
成
立
、
穫
の
間
の
ジ
グ

ザ
グ
な
コ
ー
ス
命
選
っ
て
各
部
箆
の
駿
憾
に
及
ぶ
と
い
う
綾
雑
な
構
造
を
去
し
に
α

こ
の
よ
う
な
終
選
数
の
増
郊
に
つ
れ
で
も
麗
内
英
観
の

に
め
に
も
そ
の
構
誌
は
複
雑
佑
し
た
の
で
あ
り
か
が
、
現
に
建
建
資
節
約
主
党
分
な
本
一
気
供
給
の
た
め
脳
陣
一
道
の
内
径
は
却
っ
て
線
小
さ
れ
る
餓

向
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
は
投
機
的
建
築
業
者
で
あ
ゐ
。
少
し
時
代
が
降
る
の
で
あ
る
が
、
十
九
世
紀
初
期
に
そ
の
綴
端
な

2
q

ン

チ

千

方

も

も

の

が

八

i
l
九
z
q

ン

し

て

九

イ

ン

チ

に

ト

四

イ

ン

チ

と

い

う

焼

態

で

あ

は
裁
関
悪
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そ
し
て

っ
か・
2 

て

お
茨
ト

り

の
枕
聞
が
狭

側
に
間
関
桂
一
泊
す
る
な
め
も
そ
の
謀
総
は
櫨
め
で
絞
離
と
な
り
、
小
柄
の
少
年

常
じ
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
十
八
世
紀
よ
り
一
般
的
と
な
り
、
腕
述
の
知
念
州
問
機
械
憐
議
の
複
雑

花
、
石
表
後
用
増
加
的
態
勢
と
共
に
μ
徐
々
熊
汎
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
記
。
雨
も
命
タ
フ
f
z
ン
グ
e

ぶ
1
4
の
方
諮
は
他
の
諮
問
問
で
は

見

ら

れ

な

、

あ

り

，

こ

こ

が

リ

ス

特

有

の

一

粧

品

狩

問

問

題

が

提

起

さ

れ

ゐ

こ

と

と

な

っ

た
0

2

〉

J

は
少
女
〉

め
ぐ
っ
て
、

総
務
開
学
研
究



ク
ラ
ィ
、
ミ
ン
グ

e

ポ
ト
イ
出
制
緩
ふ

紫
野

に
入
れ
て
親
方
の

媒
に
覆
わ
れ
た
磁
道
の

一
は
か
な
い
。
併
も
)
錦
繍
桝
者
に
は
勲

襟
に
も
全
身
や
充
分
、
に
活
用
し
て
慢
の
燃
や
消
し
ョ

ロ
に
ま
で
議
ぶ
が
、
プ
ク
シ
や
ス
ク
ラ
ッ
パ
ー
は
出
黙
と
煙
認
の
治
hv
角
以
外
に
位
わ
な
い
。
か
く
し

て
ゐ
ゐ
。

だ
が
狭
い

接
、
そ
れ
で
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ボ

i
，q
の
こ
の
作
業
は
ど
の
よ
う
に
し
て
打
わ
れ
允
の
で
あ
ろ
う
か
o

'
脚
@
足
は
露
出
す
る
が
‘
臨
ま
で
の
長
い
フ
ラ
ン
ネ
ル
製
上
被
令
着
け
、
間
綿
子
を
被
っ
て

煙
道
が
数
多
い
の
で
わ
ゐ
か
ら
、
か
か
る
時
は
小
柄
の
小
児
と
跡
地
も
金
視
で

中
と
て
詣
の
掛
け
場
ち
分
ら
な
い
か
ら
、
腕
と
綿
々
煙
遣
の

ゐ

程

の

速

さ

し

七

者

も

あ

っ

る
。
一
や
持
す
れ
ば

g
に
四
本
の

の
幼
い
子
供
に
と
っ
て
は
、
思
臭
や

強
締
ち
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
か
揚
い
腕

つ

つ

登

ゐ

の

で

あ

り

‘

絞

り

じ

蛸

み

外

し

に

と

し

て

て

や

る

と

い

そ
れ
に
し
て
も
謀
、
に
危
織
金
伴
う
の
で
あ
ら
か
ら
楼
逗
に
登
る
ゆ
い
と
や
担
む
の
は
何
十
端
も
ゆ
か
ぬ
少
年
に

ゐ
が
、
或
い
は
脅
読
し
、
打
御
し
て
憩
道
内
に
例
代
吋
絡
み
、
見
裁
に
し
て
巡
ま
せ
も
廷
に
は
捺
に
ピ
ン
や
喪

登
ら

5ψ
々
か
}
特
な
く
す
る
等
の
J
m
J

段
は
親
方
の
常
辞
す
る
嘩
で
あ
っ
た
。
勿
一
論
そ
の
意
初
は
肘
や
膝
か

に
耐
え
ぬ
の
で
あ
ゐ
が
、
判
例
方
に
と
っ
て
此
滋
で
説
一
践
的
沿
い
液
れ
あ
こ
と
は
禁
物
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

れ
げ
料
、
概
ね
ム
ハ
か
月
に
し
て
無
感
覚
な
こ

な
かl

っ
た
。
絞
っ

う
指
導
方
法
が
行
わ
れ
て
ね

ー~184 

と
っ
て
ル

き
刺
し
に
り
、
ヤ
か

ら
出
叫
が
漆
み
も
脆
物
が

り
も
如
如
何
心
耐
怖
が
聾
北
じ
よ
う
と
も
総
隣
糊
会
塗
布
し
て

、。
J

の
一
部
の
如
く
に
続
伶
す
山
々
の
で
わ
っ
た
c
i
、

黙
し
、
粗
野
な
親
方
、
ぞ
れ
以
上
に
兇
暴
な
職
人
か
ら
加
え
ら
れ
る
暴
行
の

な
か
っ
た
。
そ
の
賞
例
殺
挙
げ
れ
ば
数
繰
り
な
い
が
、
間
紫
煙
識
で
数

に
慨
道
に
登
つ
に
り
、
換
え
て
い
る
療
に
消
ち
込
ん
で
火
傷
す
ろ
こ

の
一
つ
で
あ
り
も
緩
ん
P
4
一
斑
衣
々
a

税
関
し
て
登
る
に
し
て
も
.

に
、
煙
遣
の
や
に
於
℃
彼
等
の
遭
遇
す
ゐ
危
険
、
も
少
く

て
負
議
す
ゐ
こ
と
は
菅
却
に
想
像
さ
れ
ゐ
露
で
あ
る
し

huF然
し

あ
っ
た
。
獄
中
、
関
突
火
事
の
、
消
火
は
最
も
危
絵
な
仕
事

に
営
る
の
で
あ
ゐ
か
ら
火
傷
し
な
い
の
が



な
位
一
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
結
え
ず
積
極
的
に
活
動
す
る
限
り
は
火
傷
し
な
い
も
の
記
と
い
う
の
が
親
方
の
言
種
で
あ
っ
た
。
判
い

が
然
し
そ
の
凡
て
に
比
し
て
何
よ
り
も
悲
惨
で
あ
つ
に
の
は
窒
息
で
あ
る
。
煙
道
内
の
煤
の
掃
き
滑
り
は
「
死
の
民
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
陥

れ
ば
救
在
求
む
る
に
そ
の
術
な
く
、
忽
ち
に
し
て
窒
息
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
が
、
か
か
る
場
合
は
恨
り
に
救
出
さ
れ
た
と
し
て
も
撰
人
に

な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
っ
士
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
如
何
に
小
艇
の
少
年
を
裸
に
し
て
み
て
も
、
極
端
に
狭
い
煙
道
は
往
々
に
し
て
進
退
の

自
由
在
失
わ
し
め
る
。
況
し
て
内
部
の
共
に
知
る
由
な
き
煙
道
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
い
つ
狭
山
乍
部
に
身
や
奪
わ
れ
る
か
後
想
し
得
な
い
。
そ

の
場
合
も
親
方
の
用
い
る
常
套
手
段
は
、
亦
残
虐
の
一
一
訪
に
謹
き
る
。
か
の
「
オ
リ
グ
ア
・
ト
ワ
イ
ス
ド
」
の
中
で
親
方
ギ
ヤ
今
ィ
ー
ル

ド
の
述
べ
る
虚
冶
引
用
し
よ
う
。
〈
が
は
、
同
業
者
程
に
は
多
く
の
少
年
生
音
必
死
さ
せ
て
い
な
い
の
主
的
っ
て
、

「
も
一
度
奴
等
身
降
り
て
こ
さ
一
せ
よ
う
て
ん
で
煙
突
の
中
で
燃
す
前
に
、
あ
の
人
に
ち
ゃ
あ
藁
冶
濡
ら
す
か
ら
で
す
よ
。
そ
ん
な
こ
っ
ち

あ
煙
ば
っ
か
り
で
、
焔
が
出
や
し
ね
え
。
充
っ
て
煙
つ
て
の
は
子
仲
そ
眠
ら
せ
や
が
る
、
に
け
で
、
択
を
降
り
て
こ
さ
す
に
て
ん
で
役
立
川
り
や

し
ね
え
ん
記
の
に
、
そ
れ
に
そ
い
つ
あ
奴
の
好
む
と
こ
ろ
で
さ
あ
0

1

子
枠
共
は
と
っ
て
も
強
情
で
、
そ
の
上
と
っ
て
も
の
ろ
ま
で
ご
ざ
ん
す

よ
、
日
一
那
。
そ
れ
で
奴
等
宇
佐
急
い
で
降
ろ
す
に
や
、
に
ん
ま
り
と
熱
い
焔
程
い
い
も
ん
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
や
。
そ
い
つ
あ
お
ま
け
に
情
っ
て
、

も
ん
よ
、
日
一
那
。
立
っ
て
寓
が
一
一
奴
等
が
煙
突
の
中
で
ふ
ん
詰
り
に
な
っ
て
七
っ
て
、
足
沿
倍
ら
〆
れ
ち
あ
奴
等
あ
抜
出
ょ
う
っ
て
も
が
き
ま

-185-

さ
あ
。
」

然
じ
乍
ら
附
出
し
得
れ
ば
幸
運
で
あ
ゐ
。
一
八
一
七
年
現
買
に
エ
デ
ン
パ
ラ
で
起
っ
た
一
例
ぞ
奉
げ
れ
ば
、
親
方
レ
エ
は
ナ
一
才
の
徒
弟
プ

レ
イ
ザ
l
沿
煙
突
に
登
ら
せ
た
の
で
あ
る
が
、
狭
い
慨
道
の
中
で
彼
は
五
時
間
も
身
動
き
出
来
ず
に
腕
い
た
の
で
あ
っ
た
。
建
に
如
何
な
る

脅
迫
も
無
効
で
あ
る
と
一
知
つ
に
レ
エ
は
、
別
の
徒
弟
沿
煙
道
内
に
詮
り
込
ん
で
、
プ
レ
イ
ザ

1
の
片
足
に
制
ぞ
結
ん
記
。
そ
し
て
、
彼
の
坤

く
も
構
わ
ず
ロ

i
プ
沿
力
任
せ
に
引
張
っ
た
。
聴
て
、
一
少
年
の
苦
闘
は
聞
え
な
く
な
っ
た
。
石
工
が
煙
道
に
穴
沿
開
い
士
と
き
、
憐
れ
な
プ

レ
イ
ザ
l
は
雨
手
在
頭
上
に
仲
し
、
腹
這
い
に
な
っ
て
死
ん
で
い
士
。
而
も
、
煙
道
の
曲
り
の
鹿
で
、
顕
在
竪
煙
道
に
つ
め
込
み
、
手
拭
は

頭
、
シ
ャ
ツ
は
首
の
周
囲
に
各
き
つ
い
て
い
た
o
(
臼
〉

経
済
準
研
究



ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ポ
1

イ
の
肢
止

琴
E子

ク
ラ
イ

t
ン
グ
@
ボ
ー
イ
の
蒙
る
危
険
は
こ
れ
の
み
で
な
か
っ
た
。
更
に
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、
幾
多
の
苦
難
が
彼
等
の
肉
瞳
そ
蝕

ん
で
行
っ
た
。
郎
ち
、
煤
粒
の
刺
戟
一
で
血
膜
炎
や
欄
れ
限
そ
起
し
た
が
.
仕
事
を
休
ま
な
い
限
り
治
癒
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
硯
力
減
退

乃
至
は
失
明
の
危
険
す
ら
あ
っ
た
。
彼
等
の
作
業
は
甚
記
汚
械
す
る
に
拘
ら
ず
、
数
週
間
、
数
か
月
に
一
度
の
入
浴
は
常
態
で
あ
り
、
否
、

寧
ろ
入
浴
は
懲
罰
の
一
組
と
さ
え
看
倣
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
腫
物
の
生
ず
る
こ
と
多
く
、
殊
に
陰
棄
の
嬰
に
沼
つ
に
煤
は
「
煙
突
掃
除

末
の
癌
」
(
の
E
Bロ品，
m
4
4
0
8
0
号

S
R
2〉
の
原
因
と
な
り
、
切
開
し
な
け
れ
ば
致
命
症
で
あ
っ
た
。
骨
略
の
柔
い
、
護
育
盛
り
の
少
年

が
重
い
煤
袋
冶
運
ぶ
の
で
、
一
背
骨
@
腕
。
脚
の
崎
型
在
費
し
た
。
粗
漆
喰
の
煙
道
小
-
登
り
、
そ
れ
よ
り
も
降
る
こ
と
は
膝
頭
を
押
潰
じ
、
足

首
の
関
節
沿
腫
れ
あ
が
ら
せ
た
。
そ
の
上
‘
大
抵
の
場
合
は
、
親
方
自
身
の
生
活
に
多
少
の
ゆ
と
り
す
ら
な
い
程
度
で
あ
っ
た
の
で
、
況
し

て
少
年
の
衣
食
は
見
る
も
憐
で
あ
り
、
加
う
る
に
過
労
か
ら
一
般
の
慌
時
は
著
し
か
つ
に
。
住
居
と
て
漁
っ
た
穴
臓
で
J

煤
袋
に
包
ま
つ
、
て

微
睡
む
の
で
あ
る
か
ら
冬
の
苦
痛
も
さ
る
こ
と
乍
ら
、
特
に
活
況
期
た
る
真
冬
の
彼
散
時
に
仕
事
ぞ
求
め
て
街
頭
沿
叫
ぴ
廻
る
た
め
に
、
彼

等
が
屡
々
咳
嚇
や
哨
息
に
催
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
0
1〉

然
ら
ば
誰
が
、
右
の
宮
、
「
慈
悲
深
き
人
が
玄
あ
し
ら
、
つ
よ
り
も
惑
に
ま
に
甘
ん
じ
、
「
こ
れ
程
残
忍
な
容
が
ど
こ
の
一
面
闘

で
行
わ
れ
得
た
の
も
知
ら
な
い
」
と
い
う
悲
廷
を
挫
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
不
幸
に
し
て
、
営
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
は

親
方
が
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ボ

i
イ
を
獲
得
す
る
に
、
そ
れ
程
の
困
難
は
な
か
っ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
先
づ
何
よ
り
も
彼
等
の
出
自
は
敬

匪
徒
弟
に
求
め
ら
れ
る
。
殊
に
、
都
市
の
強
制
問
労
働
所
が
牧
容
人
員
過
剰
で
、
徒
弟
契
約
の
捌
口
に
苦
慮
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
直
ぐ
に
で

も
身
許
を
引
受
け
る
職
種
は
‘
親
方
が
貧
困
で
敬
直
よ
り
授
か
る
僅
か
な
養
育
料
在
も
希
求
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
或
い
は
児
童
附
労
働
が
甚

冗
有
利
な
部
門
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
親
万
の
中
に
は
徒
弟
二
十
四
人
を
も
擁
し
、
活
況
期
に
は
一
日
六
ペ
ン
ス
で
同
業
者
に
賃
貸
し
、

ι

夏
期
に
は
食
品
在
街
頭
に
乞
わ
せ
に
り
、
盗
み
を
教
唆
し
た
者
さ
え
あ
っ
た
げ
伶
し
、
生
活
に
疲
れ
て
愛
児
を
厄
介
叫
す
る
親
が
、
二
1
i
三
ギ

ニ
!
な
ら
ま
だ
し
も
‘
時
に
は
一
杯
の
ジ
ン
で
扶
育
の
経
安
在
省
こ
う
と
し
た
例
は
決
し
て
稀
で
な
い
。
而
も
そ
れ
が
四
、
五
才
の
幼
児
で

あ
っ
て
み
れ
ば
、
他
の
部
門
に
は
正
規
の
徒
弟
と
し
て
使
っ
て
貰
え
ず
、
生
む
な
く
掃
除
人
の
間
そ
連
れ
廻
っ
て
最
も
値
踏
の
よ
い
親
方
に

-186-



富
良
り
つ
け
に
の
で
あ
っ
た
。
更
に
誘
拐
さ
れ
七
少
年
も
ま
に
責
買
の
劃
象
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
職
業
の
性
格
上
、

F
O
由

HE--2

5
ゅ
の

E
E
F
O
U
0
2
2
5
ω
官
庁
σ
で
あ
っ
た
か
ら
、
幼
児
や
護
育
不
全
の
少
年
が
そ
の
民
に
陥
り
易
く
、
決
し
て
貧
者
の
子
弟
の
み
が

狙
わ
れ
た
謹
で
も
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
す
ら
も
買
え
な
い
親
方
は
路
上
や
強
制
問
労
働
所
で
自
ら
少
年
ぞ
誘
惑
す
る
か
、
又
は
小
身
捜
摘
で
あ

〈
同
日
〉

る
と
い
う
の
で
好
ん
で
白
巳
の
娘
ぞ
使
用
し
た
。

官
時
の
識
者
は
屡
々
凡
ゆ
る
害
惑
の
根
源
が
親
方
の
貧
困
と
無
智
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
石
か
ら
、
こ
こ
で
暫
ら
く
斯
業
の
全
貌

〈

回

〉

に
就
て
検
討
し
よ
う
。
親
方
の
牧
入
は
、
煙
突
一
本
に
付
六
片
よ
り
一
志
六
片
の
掃
除
代
と
一
プ
ツ
♂
シ
ェ
ル
に
付
八
、
九
片
(
十
九
世
紀
初

ハ
引
〉

期
)
よ
り
五
片
(
十
九
世
紀
中
葉
)
の
煤
の
賢
値
か
ら
成
る
。
ど
れ
程
の
信
慾
性
あ
る
か
は
別
と
し
て
、
メ
イ
ヒ
ユ
ワ
に
依
れ
ば
ク
ヌ
イ

t

ン
グ
@
ボ
ー
イ
時
代
に
於
け
る
ロ
ン
ド
ン
煙
突
掃
除
業
の
線
年
牧
は
掠
除
賃
牧
入
一
万
六
子
時
、
煤
費
却
牧
入
一
万
三
千
醇
、
こ
れ
よ
り
年

支
出
一
万
三
千
時
余
を
差
引
き
総
純
径
一
万
五
千
醇
余
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
一
七
年
下
院
に
於
け
る
ト
ウ
ク
の
詩
言
に
照
し
て
、
富
裕
な
色

親
方
で
二
百
時
以
上
、
一
般
に
は
百
時
前
後
の
純
益
栓
親
方
に
許
し
た
と
の
推
定
在
得
し
め
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
見
る
限
り
親
方
の
生

活
は
決
し
て
赤
貧
洗
う
が
如
き
も
の
で
あ
っ
七
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

従
業
者
数
の
正
確
な
計
数
が
有
り
得
よ
う
筈
も
な
い
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
概
数
は
別
表
の
如
く
で
あ
る
。
ィ
ン
グ
一
フ
ン
、
ド
全
櫨
や
遁
じ
で
は

ほ
ぼ
こ
れ
の
二
i
二
一
倍
と
見
て
差
支
え
な
か
ろ
ゅ
う
が
、
一
八
五
四
年
英
圏
全
般
じ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
。
ボ
ー
イ
四
千
人

ιも
一
一
一
口
わ
れ
て
い
る
。

親
方
の
擁
す
る
徒
弟
教
は
夏
冬
の
饗
動
も
あ
り
、
必
ず
し
も
一
様
で
な
い
に
し
て
も
、
宮
裕
な
親
方
で
四
、
五
人
、
一
般
に
は
二
、
一
二
人

T

Z
回目
σ
2
0内
(

U

F

山口

5
4
1田巧
Omw旬
。
吋
閉
山
口

]VOロ仏
O尽
き

民
m
E
g
g
H
O
日ロ
O
M
E
g

〉

8
5口
氏
。

2

回
。
。
凶
c

c

h

p

。。

ィt
E
B
E
R
R
E
t
-
-
l
r
l
¥

問。

一
円
叶
∞

ω

ハ
g
g
E
S宮門同)

(
宮
口
問
山
口
付
〉

同
町
。

H
4
C
M山

凶。。

回。。

由。。

絞
湾
問
学
研
究
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ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ポ

1
イ
の
陵
止

琴
野

]
戸
∞
一
戸
斗

回。。

m
O
H
V
O円
昨

O
市
昨
日
戸
。

。
。
目
白
山

R
g

。内出・。.〈
ο)

同町。

日。。

同∞
ω]戸

。
。
白
血
ロ
田

口
山
斗
江
戸
同
ロ
由
ハ
ゆ
)

. 

。
。
白
血
戸
回
目

同
ぬ
け
口
町
ロ
回
ハ
《
凶
)

]〔∞
h
F
H

ハ
B色
町

)

ω叶
φ

Q
O
B
m
H円
。
)

~" ff込

]
「
岱
印
。

宮
山
一
否
。
毛
色
)

(σ
田
氏
自
件
。
由
)

h
F
H
H
 

印
日

φ

Ci:l 
t，!l 

あ
る
の
が
常
態
で
あ
っ
た
。
勿
論
守
山
裕
な
親
方
の
故
は
精
々
全
館
の
一
割
で
あ
り
、
彼
等
は
煤
在
買
込
ん
で
煤
商
人
そ
も
粂
ね
、
徒
弟
に
劃

す
る
待
遇
は
比
較
的
良
好
で
あ
っ
た
。
然
し
大
部
分
&
占
め
る
残
飴
の
親
方
は
極
端
に
徒
弟
の
健
康
、
道
徳
、
宗
教
、
教
育
に
無
関
心
で
あ

り
、
就
中
濁
立
後
聞
も
な
き
最
下
唐
の
親
方
は
行
宮
り
ば
っ
た
り
に
少
年
忌
抱
え
込
み
、
狭
臨
不
潔
な
煤
小
屋
で
煤
を
ベ
ッ
ド
に
眠
ら
せ

た内
O

こ
れ
は
親
方
と
な
る
に
何
ら
の
知
識
も
、
資
本
そ
も
要
し
な
か
っ
大
の
で
容
易
に
開
業
し
得
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
印
ち
7
煤
小
屋
粂
用
7

の
徒
弟
部
屋
の
ほ
か
に
、
プ
ラ
シ
と
ヌ
ク
一
ア
ッ
パ
ー
、
梯
子
と
ロ

l
プ
‘
そ
れ
に
煤
袋
さ
え
整
え
ば
、
あ
と
は
前
述
の
方
法
で
徒
弟
在
獲
得

す
る
に
何
の
経
費
も
要
せ
ず
、
彼
等
に
衣
食
在
物
乞
い
さ
せ
て
も
一
入
賞
り
四
|
五
十
時
の
年
牧
を
粛
ら
す
ο

斯
る
事
情
が
絶
え
ず
零
細
な

、
親
方
々
族
生
せ
し
め
，
、
そ
の
一
陸
迫
で
大
部
分
の
親
方
の
牧
入
内
容
は
計
数
以
上
に
劣
悪
で
あ
つ
に
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
，

然
し
乍
ら
、
親
方
の
貧
困
の
ほ
か
に
、
猫
他
の
一
面
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
服
装
は
汚
く
、
剰
え
悪
臭
芥
，

R
t
る
彼
等
は
、

日
常
の
一
一
一
一
口
動
と
相
候
っ
て
、
枇
舎
の
回
収
下
居
‘
乞
食
・
盗
賊
の
同
類
と
認
め
ら
れ
て
い
'
に
の
で
あ
り
、
彼
等
と
何
ら
揮
ぶ
庭
な
き
己
目
立

豆
町
か
ら
さ
え
も
侮
蔑
の
眼

Z
て
迎
え
ら
れ
に
喝
)
そ
れ
き
の
職
業
で
身
主
主
主
に
は
自
ら
互
の
限
界
が
あ
り
、
他
の
職
業
に

は
何
の
役
立
つ
べ
き
才
覚
も
な
い
日
展
職
人
は
、
放
浪
と
犯
罪
の
世
界
に
身
を
落
さ
な
い
限
り
、
撮
ろ
な
く
徒
弟
よ
り
の
経
路
ぞ
親
方
に
上
守

昇
し
て
行
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
は
汚
械
屋
、
市
街
清
掃
入
、
塵
挨
蒐
集
入
、
呼
賀
行
商
人
等
々
、
要
す
る
に
祉
舎
の
あ
ぶ
れ
者
が
多
少
流
入
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し
て
き
か
に

の
性
格
が
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ボ
!
・
4
・

非
行
冶
激
化
し
.

2
買
買
に
臨
す
ゅ
の
そ
の
居
媒
さ

が
あ
っ
た
と
さ
え
し
て
も
、
制
抑
多
間

あ
り
、
努
畿
に
結
え
な
く
な
る
と
議

の
受
け
る
枇

ぃ
。
従
っ
て
か
か

合
的
蔑
説
や
深
化
し
に
。
親
方
の
こ
の
性
絡
は
管
業
上
の
に
も
現
れ
る
。
例
え
ば
ち

あ
り
、
爽
穀
物
の
混
合
'
と
紙
一
各
民
の
鵠
織
は
彼
等
の
営
選
で
あ
っ
ち
(
ぷ
一
問
、
鍛
り
じ
酷
か
ら
ざ
る
牧

に
減
れ
ず
欽
む
、
持
つ
、
う
の
這
諒
的
額
駿
は
路
盤
で
最
低
生
活
房
総
畿
な
く
せ
し
な
る

月

山

山

川

生
命
ぞ
毅
一
慢
の
扶
飾
決
に
い
う
の
が
彼
等
の
定
石
で
む
つ
に
。

、刀、冷

の
下
で
成
育
す
ろ
タ
タ
イ

t
ン
グ
・
、
ボ
ー
イ
が
、

無

相

官

、

窓

諸

に

こ

よ

な

き

範

を

垂

れ

の
機
康
弘
ぜ
の
み
失
っ
て
m

允
の
で
な
い
こ
と
は
設
う
そ
侯
た
な
い
。
受
撃
の
特
技
ケ
殺
し
巻
物
乞
と
縞
護
た
務
方
に
強
制

鴎
毅
そ
投
銭
般
に
鴻
す
少
年
が
、
懐
湘
刊
に
叩
(
ふ
り
得
な
い
程
に
護
育
し
た
と
き
は
既
に
織
の
職
議
身
修
持
す
ゐ
、
あ
り
‘
そ

が
桜
花
し
い
，
の
で
あ
ゐ
か
ら
も
些
一
少
な
報
酬
で
隣
人
と
じ
て
親
方

の
査
で
あ
っ
た
の
は
設
に
や
間
然
の
こ
わ
ろ
う
。
虫
、

、
)
屯
}
季
一

h
u
m制
作
勤
監
d

無
慈

-189 

人

あ
つ
に
の
で
な
い
こ
と
は
、

タ
ラ
イ
ミ
ン
〆
@
ボ

i
イ
保
護
活
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
り
特
ょ
う
。
認
も
、
工
場
兇
玄
よ
り
L
i
品川、お判

の
工
場
法
制
判
定
に
拘
ら
ず
末
永
く
接
的
手
段
ぷ
よ
っ
て
根
絶
し
得
な
か
っ
た
の
は
如
何
な
る
務
関
門

一
論
操
u
h

ト
る
外
間
関
と
の
純
一
帯
、
は
瓦
そ
考
え
ら

の
あ
り
符
ょ
う
筈
は
な
、

発え

し

椴
メ入
い
ラiミ
は
# 
ζJ  
点、
主主

磁
波.賊
の
類
と
な
る

し

人
間
生
活
内
向
上
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
E

運
命

は
一
に
以
て
致
合
的
良
心
の
喚
廷
と
法
的
手
段
じ
よ

ギ

リ

ス

で

か

か

て
い
る
。

で
あ
ろ
う
か
。
こ

て
み
て
も
、
工
滋
詰
反
割
論
者
の

れ
な
い
し
ち

議
員
?こ
ら
の
邸
唱
は

わ
すと土
ちょa
がみの
'I:t. 二E
‘場

T
L
1
f
k
 

j
f
L
/
 

も
な
い
。
更
に
、

避
け
て
関
誌
め
ら
れ
ョ

塗
解
禁
忠
明
記
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豆町内
σロ・

児
童
州
労
働
の
害
惑
が
決
し
て
機
械
護
明
や
工
場
制
度
の
成
立
と
共
に
出
現
し
た
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
濁
す
ゐ
枇
合
的
批
判
乃
至

t

改
革
活
動
も
そ
れ
に
先
立
つ
も
の
で
あ
つ
に
。
ジ
ヨ

i
ジ
夫
人
が
い
み
じ
く
も
「
不
仕
合
せ
な
徒
弟
を
虐
待
か
ら
保
護
す
る
士
め
の
運
動
は

成
長
し
t

つ
つ
あ
る
ヒ
ユ
ワ
マ
ニ
テ
イ
の
精
神
の
最
も
早
い
表
一
不
の
一
つ
で
あ
っ

t
Hと
指
摘
せ
る
如
く
、
殊
に
そ
の
弊
害
が
あ
ら
わ
で
あ
っ

七
教
直
徒
弟
等
に
闘
し
て
は
仮
令
微
調
、
的
で
あ
つ
に
に
し
て
も
阪
に
一
七
四
七
年
に
最
初
の
保
護
立
法
が
制
定
さ
れ

hqF後
十
八
世
紀
後
企
ー

に
は
次
第
に
人
道
主
義
的
批
舎
改
革
部
動
が
展
開
さ
れ
て
行
つ
に
。
然
し
乍
ら
、
日
曜
挙
校
の
設
立
に
見
ら
れ
る
如
く
ヰ
期
の
職
業
的
訓
練

か
一
以
て
絶
封
的
な
児
童
教
育
方
針
な
り
と
す
る
理
想
へ
の
批
判
は
闘
し
つ
つ
あ
っ
た
と
雌
も
、
そ
の
貴
践
的
運
動
は
可
及
的
幼
少
な
年
令
で

〈

B
〉

勤
労
し
、
自
活
す
る
児
童
の
姿
に
飢
餓
と
放
浪
よ
り
の
防
時
点
在
見
出
す
と
い
う
限
界
内
に
止
る

E
O
E
E己
山
口
付
宵
O
H
)

可
で
あ
つ
い
に
。
絞
っ

て
こ
れ
沿
教
匪
徒
弟
の
制
度
に
就
い
て
み
て
も
機
構
白
瞳
の
改
革
を
志
向
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
右
の
運
動
が
最
も
早
期
に
進
展

し
つ
つ
あ
っ
た
ロ
ン
ド
ン
に
於
で
さ
え
、
運
営
面
に
幾
多
の
改
善
が
賓
現
さ
れ
な
が
ら
も
事
情
如
何
仁
よ
っ
て
は
北
部
工
業
地
帯
へ
の
集
闇

(

4

J

)

 

輸
送
の
例
に
見
ら
れ
る
如
く
「
シ
ス
テ
ム
が
不
可
避
的
に
信
待
冶
助
長
し
た
」
の
ぞ
防
止
し
特
べ
く
も
な
か
っ
に
の
で
あ
る
。

ク
テ
ィ
ー
ン
ダ
・
ボ

i
イ
問
題
が
初
め
て
組
上
に
探
上
げ
ら
れ
仁
の
は
右
の
如
き
枇
合
的
背
景
の
下
に
於
て
で
あ
つ
に
。
郎
ち
、
そ
の
害

悪
が
漸
く
識
者
の
寒
心
ル
品
只
う
に
及
ん
だ
一
七
六

O
年
、
パ
プ
リ
ツ
ク
。
ァ
ド
グ
ア
タ
イ
ザ

i
紙
上
に
町
長
日
σ己
旦
。
円
と
な
る
匿
名
に
て
掲

載
さ
れ
た
、
靴
や
靴
下
冶
穿
い
て
い
な
い
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
@
ぷ

l
イ
ル
}
召
致
し
て
親
方
の
名
を
聴
取
す
べ
き
で
あ
る
と
の
、
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ロ
ン
ド
ン
及
び

ワ
エ
ス
ト
ー
ン
ス
タ

l
の
治
安
官
宛
公
開
欣
に
始
ゐ
。
夙
に
博
愛
運
動
家
と
し
て
の
活
躍
冶
続
け
、
貧
民
子
弟
に
劃
す
る
幾
多
の
保
護
活
動

在
推
進
し
て
き
た
ジ
ヨ
ナ
ス
@
ハ
ン
ワ
エ
イ
は
首
然
こ
の
問
題
に
闘
し
で
も
闘
士
で
あ
つ
に
が
、
更
に
彼
の
協
力
者
と
し
て
は
煙
突
掃
除
業

に
於
て
徒
弟
よ
り
の
経
路
在
大
親
方
に
上
昇
し
て
行
っ
た
デ
エ
ピ
ツ
ド
・
ポ

l
タ
l
の
名
が
翠
げ
ら
れ
る
。
保
護
運
動
は
こ
の
二
人
の
主
導

仁
よ
り
一
七
七

O
年
、
少
年
の
苦
難
ぞ
緩
和
す
る
方
策
を
考
慮
す
る
に
め
親
方
の
間
に
友
愛
組
合
身
結
成
す
る
試
み
在
以
て
出
護
し
た
。
共

C
O
B
B言。
φ

山
口
出
ω冨
]
向
。
内

(
U
E
Bロ
4lm言
。
8
0
2
v
J円。
gmkrH)有
印
己
目
の

g

h
設
立
し
、
或
い
は
親
方
の
宗
教
心
に

い
で
三
年
後
に
は

経
済
山
学
研
究



ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ポ
1
イ
D
出

版

止

琴
E子

訴
え
、
或
い
は
徒
弟
冶
優
遇
す
る
こ
と
が
却
っ
て
親
方
の
繁
柴
そ
招
く
も
の
で
あ
る
と
の
貴
利
的
な
勤
告
を
行
っ
て
、
要
す
る
に
ヒ
ユ
ウ
マ

ニ
テ
イ
の
喚
起
沿
要
請
し
士
の
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
如
き
性
格
の
親
方
が
斯
る
運
動
を
積
極
的
に
協
賛
し
よ
う
筈
も
な
か
っ
七
の
で
い
づ

れ
も
失
敗
に
終
っ
て
い
る
。
然
し
他
方
に
於
て
、
ク
ラ
イ
Z
ン
グ
・
ボ

i
イ
の
窮
扶
ぞ
指
摘
し
、
そ
の
救
済
策
治
指
摘
し
た
文
書
房
一
刊
行
し

て
公
衆
の
関
心
栓
蒐
め
ん
と
す
る
試
み
が
績
け
ら
れ
、
時
勢
は
斯
る
運
動
の
途
行
に
有
利
な
気
運
に
あ
っ
た
の
で
、
・
一
際
そ
の
努
力
が
貫
そ

結
ん
で
一
七
八
八
年
に
最
初
の
保
護
立
法
(
〉
ロ

kr
♀
甘
円
匹
。
宮
台
印
刷
向
。
∞
己
山
門
戸
O口
止
の
E
B
D
4
ω
司
σ
8
0
5
m自
民

5
0
W
〉
℃
官
。
耳
目
ー

の
め
由
)
が
瑳
布
さ
れ
仁
。
、
た
が
未
だ
吐
命
日
立
法
に
就
い
て
の
認
識
や
経
験
も
勘
く
、
寧
ろ
強
硬
な
反
感
の
な
し
と
し
な
い
時
代
で
あ
っ
た
の

で
、
こ
の
法
案
は
保
守
的
な
上
院
の
修
正
に
よ
っ
て
骨
抜
に
さ
れ
、
そ
の
遵
守
治
強
制
す
る
規
定
に
扶
き
、
た
め
に
「
歯
な
し
の
老
獅
子
」

に
似
仁
る
も
の
が
あ
っ
亡
。
そ
れ
に
し
て
も
、

E
O
E
E正
問
ロ
5
5
H
U山
田
「
ハ
ン
ワ
エ
イ
が
そ
の
者
に
親
方
の
白
強
的
な
協
力
を
侠
た
ん
と
し

た
諸
提
案
は
法
文
に
具
現
さ
れ
得
た
の
で
あ
つ
に
。
こ
の
法
律
の
内
容
は
、
ハ
ン
ワ
エ
イ
の
示
唆
し
た
・
虐
待
防
止
の
細
目
と
日
曜
拳
校
教
育

の
義
務
ぞ
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
教
直
克
は
本
人
又
は
そ
の
雨
親
が
教
直
の
救
他
ぞ
受
け
る
場
合
、
彼
等
が
乞
食
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
七
場
合
、
雨
親
が
希
望
す
る
場
合
に
二
人
以
上
の
治
安
判
事
の
同
意
沿
得
て
八
才
以
上
の
少
年
ぞ
煙
突
掃
除
夫
に
徒
弟
契
約
せ

し
め
得
る
の
で
あ
り
、
親
方
に
は
そ
の
職
業
の
性
質
が
許
す
範
園
内
に
於
て
出
来
得
る
限
り
の
仁
愛
と
配
慌
を
以
て
徒
弟
に
遇
す
べ
き
こ
と

を
勧
告
し
に
も
の
で
あ
っ
士
。
)
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係
文
に
於
て
は
極
め
て
微
温
的
な
、
そ
の
施
行
に
嘗
つ
て
は
全
く
賞
効
な
き
こ
の
法
律
が
事
態
の
改
善
民
何
ら
の
神
戸
余
す
る
庭
も
な
か
っ

た
こ
と
は
呈
一
日
う
に
及
ば
な
い
。
ハ
ン
ワ
エ
イ
亡
き
後
の
闘
士
ポ

l
タ
ー
は
こ
れ
ぞ
率
直
に
認
め
二
七
九
二
年
そ
の
著
に
、
鵜
て
は
新
し
き
法

律
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
と
し
て
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
@
ボ

1
イ
の
日
曜
誌
で
校
管
理
機
関
沿
設
立
し
‘
そ
の
役
員
に
虐
待
防
止
の
監
腕
と
基
礎

的
教
育
の
施
行
を
捨
常
せ
し
め
る
こ
と
そ
提
案
し
に
0

・
ポ
l
タ
l
の
提
案
は
、
ダ
l
-
ア
ム
僧
一
止
の
試
み
に
日
曜
撃
校
教
育
が
服
装
と
身
惜
の

清
潔
保
持
は
徒
弟
の
道
徳
及
び
習
慣
や
決
定
的
に
改
善
し
亡
と
の
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
て
、
多
数
上
流
社
舎
に
屈
す
ゐ
慈
善
家
の
協
賛
を
得
・

る
に
歪
り
、
一
八

O
O年
に

ω
2目
。
々
官
円

p
o
p
o
z
a
s口
出
口
弘
宮
田
背
戸
。
片
山
OD
止
の
E
B
D
O吋
臼

司

gHUO吋
mw
〉

8
5ロ
片
付
内
田
の
設
京
と



に
こ
の

一
十
年
の
す
に
ハ
ン
ク
エ
ふ
が
失
放
し
て
い
る
と
河
じ
く
、

で
瓦
壊
し
て
い
る
。

の
加
入
が
極
め
て
少
数
一
で
あ
づ
七
七
め

な
っ
て
費
税
し
た
。

て
認
め
ら
れ
る
の
は
，
米
記
煙
突
揚
除
換
に
於
け
る
児
童
の
使
用
宇
佐
必
援
な
り
ゆ
る
前
設
に
些
か
の
撲
間

ず
ら
挟
ん
で
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
被
救
愉
発
援
救
撲
の
澱
怨
が
工
場
で
勤
勢
に
い
そ
し
む
多
数
兇
の
額
じ
汗
す
る
ぬ
ん
僚
に
あ
っ

た
の
に
懇
躍
す
る
細
部
ち
、
強
制
約
弊
倒
銑
の
牧
容
人
員
退
}
剰
の
解
決
筑
と
し
て
口
ン
ド
ン
よ
り
地
方
へ
殺
説
徒
弟
の
組
織
的
移
設
会
披
裁
し

に
ハ
ン
ク
ぶ

4
が
、
倒
服
部
穴
掃
持
議
に
濁
し
で
も
凡
ゆ
る
駄
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ぶ
l
イ
の
登
懇
む
俊
ゐ
方
法
ん
な
念
こ
と
そ
指
摘
し
‘
反
…
縄
彼

等
の
出
家
ゐ
企
除
と
災
厄
の
問
機
牧
の
故
に
殺
人
の
認
識
と
同
情
々
求
め
て
い
い
た
り
は
も
絡
に
塗
れ
て
動
く
務
の
揮
に
少
年
の
騒
一
微
々
求
め
ん
と

す
ゐ
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
建
突
州
知
除
業
に
は
児
童
州
知
倣
の
恐
る
べ
き
由
一
一
口
惑
が
必
然
的
で
あ
る
と
知
惑
し
つ
つ
も
、
大
陸
で
行
わ
れ
る
知

事
冶
主
按
ず
る
の
で
な
く
も
係
議
躍
動
の
一
統
惑
に
見
ら
れ
る
如
く
、
一
方
で
は
毅
方
の
良
心
に
ん
依
存
し
も
弛
方
で
は
少

訓
育
に
倹
つ
と
い
う
限
界
内
に
止
ら
ざ
る
そ
符
h
A
か
つ
七
。
こ
れ
か
}
説
的
に
表
明
し
て
い
る
の
が
一
七
パ
八
年
の

-195-

採

し

、

十

八

救

紀

米

以

降

‘

ゐ

人

道

的

批

特

は

閥

単

な

あ

い

肘

待

酷

止

の

狭

障

な

る

て

z

の
根
襟
や
検
討
営
ん
と
令
ゆ
令
、
ょ
に
そ
の
強
結
長
移
し
つ
つ
あ
っ
士
。
俄
令
死
文
に
終
っ
た
と
し
て
も
彦
教
一
位
徒
弟
総
皮

に
濁
す
る
批
判
が
最
初
の
工
場
訟
と
な
っ
て
法
文
化
し
た
の
は
こ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
微
に
首
都
ぴ
ン
ド
ン
は
斯
ゐ
気
濯
の
尖
端
や
承
っ
て

い
に
の
で
あ
っ
て
、
一
八
O

m

c

c

山

o
q
m
C
M
q
広告一
mw阿部
G
a
p開
制

作

F
O
げ向。の富田仲々

え

れ

ば
HH
岳山口市削切。句語、

は
ハ
ン
ク
エ
イ

り
も
…
設
飛
関
し
た

。州

myg品
川
口
問
。
立
ヨ
ロ
山
語
、
白
ロ
ハ
ヱ

2
H器
官
。
丘
墨
付
グ
ω
C
C
H
戸丸山
3
3
0同

H
W
D
の
CCMソ
mwmzm制
限

M
4
0
4
4

。EE
H合同
M
m
H
a
c
静一命令
Ev
凶
湾
問
VHC
百
円
山
ぴ
吋
め
ま
言
ロ
4
3
4
q
m
O
H
V
ぬ
阿
部
(
以
下
一
般
止
期
成
肋
問
機
聞
と
略
す
・
:
:
沼
一
品
約
一
〉

明
の
焚
織
と
燦
待
鈴
止
の
斡
驚
を
醤
一
織
の
目
標
と
し
て
活
動
ぞ
開
始
し
た
。
そ
の

同
殺
し
た
殺
棋
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
@
げ
が

l
d
a
問
題
に
闘
す
ゅ
の
み
一
観
的
な
指
導
機
関
で
あ
っ
化
。
鹿
北
期
成
競
A
W
刊
の
奔
走
に
れ
る
醸
突
諮
除
問
詩
務

ロ
ン
ド
ン
で
わ
っ
た
が
、
務
後
こ
のの



ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
舗
だ

1
イ
の
終
止

護手
堅手

続
的
附
究
部
下
絵
梁
が
下
院
を
議
錯
し
ち
り
で
あ
る
が
‘
上
説
に
於
て
そ
の
瓶
一
識
は
早
ま
れ
た
の
で
予
叫
が

方
、
指
除
縫
に
就
い
て
は
協
舎
の
宣
俸
と
賞
金
に
斜
戟
さ
れ
て
二
、
一
一
一
の
強
明
が
震
や
絡
ん
、
犯
が
、
麓
中
ジ
ョ
ー
ジ
a

ス
?
l
ト
の
そ
れ
は

多
数
の
煙
突
に
使
用
し
て
好
成
鍛
冶
牧
め
た
の
で
協
舎
の
究
綴
目
的
達
成
主
削
誌
に
は
光
明
が
輝
い
た
か
に
見
え
た
。
か
く
し
て
協
合
試
搭

除
器
使
用
ぞ
誌
で
桟
騰
な
児
童
の
登
楼
k
q
綾
認
せ
し
め
ん
と
し
B

或
い
は
器
械
を
諸
都
市
に
縫
っ
て
展
示
し
或
い
は
然
窮
者
に
無
料
で
紫
輿

に
す
沿
線
、
そ
れ
の
宣
惇
普
及
に
カ
々
識
し
た
の
で
あ
る
が
、
闘
ら
ず
も
親
方
の
締
除
器
に
封
す
み
不
備
と
反
感
.
公
衆
の
無
関
心
L
L
偶
見
に

澗
さ
れ
て
充
分
な
成
附
別
会
閥
横
げ
得
ず
も
設
に
協
品
燃
の
財
政
的
事
慨
は
緊
泊
す
る
に
至
っ
た
。
併
も
‘
議
舎
の
立
法
に
綴
っ
て
ク
ラ

?
E
ン
グ

八
一
一
年
以
降
は
そ
の
活
動
身
休
止
し
て
終
戦
情
勢
の
好
轄
沿
待
っ
た
の
で

あ会
るハボ、

4 
J，e 
禁
去五i
.し

得
る

た
な
か
っ
た
の

つ
つ
あ
っ
江
主
足
。
羽
詰
誌
ω
Z
Z
C
M
V
1

じ
「
ス
マ
ー
ト

こ
の
問
題
じ
閥
慨
す
る
限

h
y
t
c
E

ょ
う
。
そ
れ
じ
も
拘
ら
ず
、
究
極
悶
約
の
達
成
に
は
タ
フ
4
2
.
ン
d
y
e
-ボ

l
f

ふ
ー
さ
長
の
悲
劇
と
し
て
い
づ
れ
も
殊
一
史
殺
め
て
向
精
に
催
す
ゐ
新
奇
な
間
関

る
冷
酷
な
る
不
感
服
身
打
破
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
註
舎
的
良
心

の
物
一
誌
も
、
恐
ら

る
と
し
な
か
っ
作
世
間
一
一
殺
の
.
新
ゅ
の
轡
認
に

は
未
完
今
世
組
徐
に
一
見
守
Q

人
道
、
主
義

-196-

ば
無
駄
一
な
爵
争
や
必
婆
と
し
た
の
で
あ
っ

?
と
も
あ
れ
、
ナ
ぷ
レ
方
ン
戦
役
の
終
結
後
、
ゐ
ヱ
・
鍍
山
の
封
す
る
一
般
の
鰐
心
が
次
第
に

の
批
創
刊
は
ま
た
自
ら
ク
ラ
2
4
2
h
J
Jグ

@

ボ

i
d
に
も
集
中
品
、
河
川
れ
て
行
つ
亡
。
緩
ふ
ん
期
成
議
舎
の
愛
意
に
よ
っ
て
一
八
一
六
年
に
の

問
や
得
て
ロ
ン
ド
ン
に
市
民
犬
舎
が
間
関
か
れ
、
こ
の
問
題
に
期
す
ら
議
A
W
の
品
丹
市
総
必
求
め
る
議
決
沿
糊
場
一
致
で
可
決
し
て
い
る
。
而
ち
そ

の
反
響
は
そ
れ
に
封
坑
レ
て
も
殺
人
下
…
部
有
志
五
十
名
で
あ
っ
北
と
は
言
え
、
初
め
て
税
方
問
の
結
蕊
約
解
成
せ
じ
め
る
に
充
分
な
毅
の
威

ノ

カ
一
身
有
し
た
。
他
方
恵
久

γ
i
ト

諦

除

器

は

多

年

の

変

験

ぞ

一

週

じ

て

、

に

有

効

で

あ

り

、

主
と
し
て
禽
裕
階
級
の
器
宅
に
蟻
す
ゐ
建
議
の
複
雑
な

れ
つ
つ
あ
る
と
き
も
そ

の
九
五

%
h
fト
は
め
ゐ
一
殺
の
煙
突
に

の
ち
の
に
就
い
て
も
、
閣
議
の
屈
曲
部
に
機
一
卵
診
取
付
け
る
こ
と
じ



れ
な
く
油
用
じ
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
仁
。
此
庭
に
鹿
止
期
成
協
舎
は
掃
除
器
の
有
効
性
会
そ
力
説
す
る
と
共
に
、
児
童
登
撃
の
禁

過
を
規
定
し
な
い
姑
息
的
な
保
護
立
法
は
事
態
の
改
善
は
何
ら
の
用
も
な
さ
な
い
こ
と
沿
堂
々
と
主
張
し
特
大
の
で
あ
り
、
慈
悲
深
き
ハ
ン

ワ
工
イ
に
し
て
も
思
い
及
ば
ざ
る
「
全
面
的
康
止
」
が
営
商
の
目
標
と
な
っ
七
。
翌
年
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
市
民
よ
り
巌
止
要
求
内
請
願
が
提

出
さ
れ
る
や
、
下
院
は
訟
に
こ
の
問
題
在
採
捧
し
、
直
ち
に
調
査
委
員
舎
を
設
置
し
て
多
数
の
詩
人
会
喚
問
し
七
結
果
敢
多
の
惨
状
が
明
る

み
に
出
さ
れ
た
の
で
‘
委
員
長
へ
ン
リ

l
-
グ
レ
イ
・
?
キ
ッ
ト
は
「
一
、
十
四
才
以
下
の
者
を
徒
弟
と
な
し
得
な
い
。
二
、
二
十
一
才
以

下
の
者
の
登
壌
か
}
禁
ず
。

L

の
二
項
目
に
よ
っ
て
現
行
法
身
改
正
す
る
法
案
。
ぞ
提
出
し
た
。
こ
の
法
案
は
一
ナ
年
後
に
み
一
駿
沿
企
闘
し
た
も

の
で
あ
つ
に
が
、
「
職
業
の
自
由
」
在
侵
犯
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
疑
念
に
基
き
、
法
案
は
個
人
の
利
害
に
関
係
す
る
法
律
の
改
正
を
な
さ

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
斯
る
事
柄
は
個
人
的
な
問
題
と
し
て
、
従
っ
て
報
酬
如
何
に
委
ね
ら
る
べ
き
性
質
の
も
の
と
し
て
考
慮
さ
る
べ

き
で
な
い
か
と
の
意
見
が
提
出
さ
れ
、
た
め
に
審
議
未
了
の
ま
ま
閉
合
同
在
迎
え
た
。
そ
の
後
藤
止
期
成
協
舎
は
、
法
案
が
決
じ
て
職
業
の
自

由
に
闘
す
る
不
官
な
干
渉
で
な
い
と
の
見
解
必
と
り
、
そ
の
大
部
分
が
孤
児
か
棄
児
で
あ
り
、
園
家
以
外
に
槌
る
べ
き
如
何
な
る
保
護
者
と

て
な
く
、
職
業
選
揮
の
自
由
も
持
に
ず
、
容
方
な
(
し
て
弱
き
が
故
に
幼
く
し
て
苦
役
す
る
彼
等
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ボ

l
イ
に
救
済
の
手

そ
施
し
得
な
い
と
せ
ば
、
闘
民
の
ヒ
ユ
ワ
マ
ニ
テ
イ
に
汚
賄
沿
遺
し
、
そ
の
誇
り
と
す
る
限
り
な
き
機
械
力
に
恥
辱
的
な
制
限
そ
加
え
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
法
案
の
安
営
な
る
こ
と
居
間
間
護
し
つ
つ
も
、
諸
般
の
事
情
も
佐
川
町
附
し
て
ア
キ
ッ
ト
法
案
代
の
支
持
を
一
臆
撤
回
し
て
い
る

こ
と
は
「
自
由
放
任
」
の
教
義
が
営
時
の
枇
合
に
如
何
に
恐
る
べ
き
威
力
を
護
揮
し
た
か
を
一
不
す
に
足
る
も
の
が
あ
ろ
う
o
j

前
年
の
経
過
に
鑑
み
一
八
一
八
年
に
ペ
ネ
ッ
ト
の
提
出
し
七
法
案
は
十
四
才
以
下
の
徒
弟
沿
τ新
に
採
る
こ
と
ぞ
特
な
い
と
す
る
一
歩
後
返

し
に
内
容
の
も
の
で
あ
っ
て
、
漸
進
的
に
目
的
在
達
成
せ
ん
と
し
て
い
た
。
併
も
掃
除
器
使
用
不
能
の
煙
突
在
改
遺
す
る
た
め
法
律
施
行
に

一
か
年
の
飴
裕
沿
興
え
て
い
る
o'

こ
の
穏
和
な
法
案
に
劃
し
て
も
.
十
才
以
下
の
少
年
に
し
て
は
じ
め
て
器
械
使
用
不
能
の
煙
道
に
登
撃
し

得
る
も
の
で
あ
る
を
の
反
割
論
が
ー
あ
っ
士
が
、
官
者
の
煙
突
ぞ
維
持
す
る
士
め
に
貧
民
の
子
弟
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
の
ベ

ネ
ッ
ト
ー
の
反
駁
が
認
め
ら
札
、
そ
の
上
各
地
よ
り
法
案
支
持
の
請
願
が
提
出
さ
れ
て
い
士
の
で
、
漸
く
下
院
ぞ
通
過
し
に
。
上
院
に
詮
付
さ

総
務
皐
研
究

亀F
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ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
@
ポ

I
イ
の
陵
止

寒

聖子

A参

れ
ゐ
や
、
委
員
舎
か
}
設
置
し
て
多
数
の
詩
人
そ
喚
問
し
に
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
人
と
し
て
出
頭
し
七
ポ

l
タ
ー
は
掃
除
器
へ
の
不
信
ぞ
表

明
し
、
児
童
宇
佐
登
撃
せ
し
め
る
こ
と
自
植
に
随
伴
す
る
危
険
や
弊
害
は
認
め
ら
れ
な
い
と
誇
言
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
党
、
既
に
ポ

l
タ
ー

は
建
築
業
者
に
騨
向
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
¥
一
八
一
六
年
に
は
慶
止
期
成
協
合
の
委
員
立
る
地
位
よ
り
脱
落
し
て
い
士
。
嘗
て
ハ
ン
ウ
ェ

イ
の
無
二
の
協
力
者
と
し
て
保
護
運
動
に
挺
身
し
た
彼
の
議
舎
に
於
け
る
読
言
は
、
一
時
勢
に
取
残
さ
れ

t
E
O
E
E己
ω旦
宵
o
E
m守
の

姿

。
ゼ
紡
州
仰
せ
し
め
る
。
扱
、
工
場
訟
に
よ
る
工
場
児
童
の
保
護
や
工
業
に
劃
す
る
過
重
な
る
干
渉
で
あ
る
と
し
て
反
封
じ
て
い
た
上
院
は
、
こ

の
法
案
に
劃
し
で
も
、
椴
令
器
械
が
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
@
ボ
!
イ
の
救
済
と
な
る
に
し
て
も
、
そ
の
結
巣
こ
れ
を
償
い
得
な
い
程
の
不
群
事
が

随
伴
し
て
惹
起
さ
れ
よ
う
と
の
不
安
に
支
配
さ
れ
て
、
恰
も
切
。
凶

E
O同
d
寸

2
E
が
施
行
中
の
掃
除
邸
付
試
験
の
結
果
そ
待
つ
こ
と
に
し
た

た
め
再
び
法
案
の
通
過
は
阻
ま
れ
た
。

一
八
一
九
年
に
前
記
の
試
験
報
告
が
護
表
さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
掃
除
梓
は
有
効
に
し
て
貫
一
周
的
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
帥
ま

さ
れ
て
ベ
ネ
ッ
ト
は
同
一
法
案
在
再
度
下
院
じ
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
最
半
、
掃
除
器
が
児
童
の
登
撃
に
代
位
し
得
な
い
と
す
る
区
割
論
は

容
易
に
論
破
す
る
こ
と
が
出
来

K
が
‘
器
械
の
使
用
は
従
来
自
ら
の
労
働
に
よ
っ
て
口
に
糊
し
て
い
た
ク
ラ
イ
Z
ン
グ
・
ポ

l
イ
在
失
業
せ

し
め
、
教
匿
の
救
他
に
頼
ら
し
め
る
の
み
な
ら
ず
、
教
直
克
は
被
救
悩
児
童
冶
徒
弟
仁
送
り
出
す
一
部
門
在
失
い
、
か
く
し
て
救
貧
税
の
増
額

ー
を
粛
す
も
の
で
あ
る
と
の
反
割
論
が
現
れ
に
。
郎
ち
、
貧
民
の
子
と
生
れ
た
者
は
無
震
に
し
て
幼
き
日
々
沿
過
す
よ
り
も
、
持
械
の
使
え
な

い
、
複
雑
に
し
て
危
険
な
大
邸
宅
J

の
煙
道
を
潜
る
べ
き
立
と
す
る
の
で
あ
る
。
更
に
別
の
反
割
論
は
、
掃
除
樺
が
充
分
な
性
能
を
備
え
且
一

般
家
庭
で
登
撃
の
仕
事
が
少
年
に
と
っ
て
耐
え
ら
れ
ぬ
苦
役
で
あ
る
と
認
め
る
な
ゐ
ば
、
公
衆
の
良
識
と
親
方
の
私
利
追
求
慾
は
器
械
も
佐
普

及
せ
し
む
る
に
充
分
で
あ
り
、
殊
更
に
罰
則
規
定
バ
をvそ
♂
設
け
な
く
と
も
室
客
害
円
白
一
悪
品
房
沿
伊
♂
}
匡
王
せ
し
む
る
に
足
る
と
一
号
=

し
て
は
ベ
司
ネ
不
ツ
ト
以
下
の
駁
論
が
開
陳
さ
れ
↑
土
ト
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
法
案
が
寄
方
な
き
少
年
た
ち
の
附
労
働
在
規
制
せ
ん
と
す
る
限

り
に
於
て
は
斯
る
園
家
的
干
渉
は
ま
た
例
外
的
に
認
め
ら
る
べ
き
義
務
で
あ
る
と
の
見
解
に
支
援
さ
れ
て
、
一
舟
ぴ
下
院
必
通
過
し
た
の
で
あ

っ
七
。
再
度
同
一
一
法
案
必
受
理
し
に
上
院
に
於
て
は
‘
夙
に
経
情
撃
者
と
し
て
、
機
械
は
そ
の
所
有
者
会
富
裕
に
、
帥
労
働
者
の
生
活
水
準
会

-198-



向
上
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
機
械
の
効
用
在
力
説
し
て
い
に
ロ
ー
ダ

l
テ
イ
ル
卿
が
、
そ
の
操
作
会
熟
知
し
て
い
る
煙
突
掃
除
夫
が

使
用
に
反
封
じ
て
い
る
限
り
こ
の
法
案
は
機
械
の
奨
励
に
非
ず
し
て
強
制
で
あ
る
と
強
便
に
反
封
し
た
。
更
に
彼
は
、
世
合
同
的
官
官
惑
の
匡
正

は
「
恐
ら
く
地
上
で
最
も
道
徳
的
な
園
民
の
道
徳
的
感
情
に
委
ね
ら
る
べ
き
だ
」
と
の
詑
ぞ
な
し
て
吐
合
立
法
制
定
の
非
を
鳴
ら
し
た
。
然

J
V

、
現
買
に
幾
多
の
残
虐
行
震
と
悲
惨
な
事
故
が
護
か
れ
て
い
た
た
め
‘
・
工
場
法
に
反
劃
し
た
者
と
雄
も
彼
等
の
手
で
斯
る
少
年
の
惨
欣
を

救
い
得
る
な
ら
ば
と
し
て
こ
の
法
案
に
賛
意
す
る
傾
に
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
、
親
方
の
謹
宣
停
に
惑
わ
さ
れ
て
火
災
の
危
険
に
践
い
に
上
院
議

員
は
、
卿
の
巧
み
な
議
場
駈
引
と
投
滑
な
話
術
に
操
ら
れ
、
「
角
冶
矯
め
て
牛
必
殺
す
」
と
し
か
思
わ
れ
な
か
っ
た
こ
の
法
案
、
密
葬
去
つ
に

(
同
日
〉

の
で
あ
っ
た
。

度
重
な
る
挫
折
に
も
め
げ
ず
、

?
不
ツ
ト
は
同
年
更
に
一
段
の
譲
歩
冶
な
し
i

民
く
親
方
の
賛
同
必
得
七
微
温
的
な
法
案
宇
佐
提
出
し
て
難

な
く
下
院
を
通
過
し
た
の
で
あ
る
戸
、
上
院
は
再
び
ロ
ー
ダ

l
Jア
イ
ル
卿
の
慌
蹴
職
術
に
乗
ぜ
ら
れ
、
そ
の
虚
ぞ
街
い
て
彼
の
「
個
人
に
劃

し
て
ヒ
ユ
ウ
マ
ニ
ア
イ
の
規
範
在
設
け
る
こ
と
は
議
舎
の
な
す
べ
き
こ
と
で
な
い
。
蓋
し
、
法
案
が
禁
じ
よ
う
と
し
て
。
い
る
よ
り
も
重
大
な

横
行
が
そ
の
と
き
に
は
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
規
範
一
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
ヒ
ユ
ヲ
マ
ニ
テ
イ
の
真
髄
は
根
扱
に
さ
れ
よ
う
o

」
と

す
る
不
干
渉
論
が
大
勢
在
支
配
し
に
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
ペ
ネ
ッ
ト
の
不
屈
の
闘
士
山
ぞ
以
て
し
て
も
謹
績
四
た
び
に
及
ぶ
敗
北
は
再
起

の
希
望
や
失
わ
し
め
七
の
で
あ
り
‘
法
的
手
段
に
よ
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ボ

1
4
救
済
の
企
闘
は
又
も
や
挫
折
の
止
む
な
き
に
至
っ
た

h
f

一
八
一
七
年
よ
り
三
年
間
に
亙
っ
て
展
開
さ
れ
た
議
舎
で
の
論
争
は
ク
タ
イ
ミ
ン
グ
@
ボ
ー
イ
慶
止
闘
争
史
上
正
に
最
大
の
ピ

l
ク
み
そ
な

す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
併
も
そ
の
聞
は
一
片
の
保
護
規
定
在
す
ら
獲
得
し
得
な
か
っ
た
事
情
は
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
法
案
に
劃
す
る

反
劃
論
身
分
析
す
れ
ば
概
ね
弐
の
如
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
〕
仁
は
、
匡
正
さ
る
べ
き
害
惑
は
な
し
と
す
る
も
の
で
あ
り
も
工
場
法
制
定
の

場
合
と
同
様
に
、
こ
の
種
の
枇
合
立
法
に
劃
す
る
最
も
素
朴
な
、
同
時
に
最
も
基
本
的
な
反
封
論
で
あ
る
。
そ
の
因
少
て
来
る
庭
が
祉
合
的

害
惑
に
封
す
る
る
恐
る
べ
き
不
感
症
に
あ
っ
た
こ
と
は
一
一
一
口
う
に
及
ば
な
い
。
第
二
に
は
、
主
と
し
て
委
員
舎
の
調
査
に
よ
っ
て
諸
弊
害
が
暴

露
さ
れ
る
に
つ
れ
て
強
調
さ
れ
始
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
明
る
み
に
出
さ
れ
で
い
る
室
内
日
惑
は
誇
張
さ
れ
て
い
る
と
な
す
も
の
で
あ
る
。
調
査

経
済
問
学
研
究

n日



ク

ラ

イ

ミ

ン

グ

・

ダ

ー

イ

ω
機
応

五五
ベp
j!!子

黍
員
舎
は
そ
の

と
し
て

性
格
上
培
黒
商
会
L

不
明
耀
商
よ
り
も
多
く
強
調
し
に
の
は
怒
後
に
難
く
な
い
が
、
似
り
に
誇
張
が
あ
っ
た

現
存
す
る
以
上
は
看
過
さ
れ
得
べ
き
も
の
と
し
て
許
き
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
容
認
が
あ
る

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

h
o
部
ち
、
少
年
の
登
鱗
に
代
る
べ
き
方

全
撤
挫
の
健
か
五
%
以
下
の
器
械
使
用
不
能

、
か
く
し
て
脅
か
さ
れ
て
い
る

な
ら
ず
る
ク
ラ

し

反
響
論
が

法
な
し
と
す
ゐ
も
の
で
あ
る
が
、
併
も
こ
れ
さ
え
諮
除
器
の
性
捜
が
縦
諒
さ
れ
る

べ
き
で
e

あ
っ
て
、
そ

じ
し
て
も
そ
，
れ
は
必
然
的
な
お
の
で
あ
る
と
す

な
官
格
儲
綾
部
内
七
の
煙
突
の

の
パ
ン
心
非
ず
し
て
少
数
ん
あ
者
の
い
服
飾
主
華
美
で
あ
っ

イ
ミ
ン
グ

'
Jみ
や
!
イ

べ
き
弊
窓
口
が
伴
、
っ
と
主
張
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
方
で
は
救
貧
殺
の
増
額
沿
招
き
納
税
者
の
負

む
か
ら
火
災
の
危
機
々
増
大

ハ
る
。
ふ
口
之
仏
リ
、
シ
ド

1

J

4

1

 

て
い
た
の

f
e
ス
ミ
ス
師
は
こ
れ

か
つ
丈
一
紅
合
立

の
経
済
掠
間
仰
が
自
ら
努
惑
丸
信
匡
正
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
燐
し
れ
な

山
川
放
悲
」
の
教
義
ぞ
狂
信
し
た
す
〈
艶
時
級
の
職
議
が
伴
附
附
さ
れ
て

て
い
る
。

れ

ゐ
と
い
う
の

法
反
封
論
殺
は
、

少
年
に
射
す
る
良
心
の
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と
も
あ
れ
、
か
く
し
で
「
疹
儲
は
自
由
に
放
任
さ
る
べ
き
で
あ
ゐ
と
の
経
終
準
の
大
原
則
」
っ
て
「
議
家
に
措
誇
の
様
式
命
指
定
す

」
如
き
選
議
的
規
範
の
法
文
化
は
転
式
官
さ
れ
に
の
で
あ
あ
が
、
モ
デ
ル
な
く
し
て
搭
念
特
る
判
明
寸
道
徳
的
な
間
見
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。採、
ク
同
ブ
?
王
ン
グ
e
何本

i
d
q
の

救

済

は

以

後

も

締

々

る

に

過

ぎ

な

か

っ

た

が

、

親

方

の

彼

る
酷
使
e

非
行
は
犠
来
L
九
関
門
様
に
州
内
ら
の
束
縛
ぞ
受
け
る
こ
と
も
な
く
毅
燦
恥
的
己
犠
綾
さ
れ
允
の
マ
あ
あ
。
然
し
‘
三
年
間
聞
に
な
一

の
関
守
は
決
し
て
無
駄
で
作
品
か
っ
た
。
一
丘
陵
の
ね
や
み
に
数
多
の
惨
紋
は
諮
悲
深
き
入
の
回
一
情
占
佐
賀
う
に
足
る
も
の
が
ふ
め
っ
た
し
、
隷
徐

絡
が
そ
れ
ら
ゆ
一
一
口
謀
喝
な
終
総
せ
し
め
得
ゐ
こ
と
が
み
一
方
面
に
認
め
ら
れ
た
の
は
博
愛
躍
動
家
治
紋
縛
す
る
に
充
分
で
お
っ
た
。
さ
れ
ば
…
八

一
一
ニ
年
、
チ
ヤ
ー
ル
ス
・
タ
ム
が
「
慨
嘆
締
除
夫
の
讃
」
に
於
て
タ
タ
イ
ミ
ン
グ
e
J
ホ

i
イ
の
生
活
沿
詩
的
美
化
じ
て
表
現
す
る
や
も
明
強
制
サ

直
ち
に
こ
れ
ぞ
不
異
瞬
間
な
り
と
す
ゐ
J
・
C
-
ハ
ド
ソ
ン
は
綿
入
の
愛
腕
怖
に
訴
え
、
器
技
使
用
に
よ
っ
て
少
年
の
苦
難
や
教
わ
ん
こ
と
身

動
契
し
た
。
又
、
一
八
二
五
年
に
嬢
止
期
成
協
合
は
持
株
普
及
に
最
議
wv会
議
す
や
以
て
雷
掠
の
羽
標
と
な
し
、
ロ
ン
ド
ン
市
内
各
所
に
機
…
械

掠
鵠
夫
を
配
遺
し
た
の
で
あ
る
が
旨
一
九
二
八
年
円
シ
ヨ
セ
ブ
@
グ
ラ
ス
粉
極
め
て
俊
秀
な
殻
明
が
発
成
す
る
と
撃
協
舎
は
内
相
ピ

I
ル
に

婆
諦
し
、
そ
の
総
巣
務
官
術
に
こ
れ
の
使
用
命
強
慾
す
る
貯
の
訓
一
九
市
が
山
内
・
さ
れ
て
い
る
。
出
倣
ゆ
燃
は
史
に
そ
の
支
部
令
金
額
各
地
に
設
立
す
る

弘
前
援
会
推
進
し
た
の
で
あ
ゐ
が
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
刊
行
に
よ
っ
て
も
世
人
の
際
緊
に
勉
め
も
タ
ヰ
'
十
山
ズ
紙
ま
に
こ
れ
に
協
力
命
拾
し
念
な

門時一〉

に
か
っ
た
。
然
ら
ば
y
制
が
締
徐
擦
の
使
用
ぞ
阻
ん
ど
の
で
あ
ろ
う
か
。
ら
る
べ
き
は
抑
制
方
の
器
械
に
謝
す
る
尽
感
で
あ
っ
て
‘
そ

(
叫
伊
〉

AP

れ
は
、
総
…
械
に
代
位
す
れ
ば
郊
外
殺
の
後
業
、
が
雰
制
併
に
な
り
，
ゐ
で
あ
ろ
う
し
、
締
除
務
操
作
に
は
成
年
男
子
の
腕

の
活
動

に
濁
す

201… 

カ
在
援
す
ら
の
よ
る
と
き
の
如
何
く
耐
仲
間
加
に
部
も
多
く
の
枚
入
は
特
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
愛
燃
に
基
い
て
い

し
て
、
ク
タ
イ
ミ
ン
グ
@
ぶ

1
4
に
よ
る
限
り
そ
の
特
殊
事
情
は
部
外
者
の
流
入
会
綜
路
せ
し
め
む
の
で
あ
る
か
ら
も
私
利
議
求
の
原
則
は

性
能
に
俊
れ
た
器
機
と
縫
も
そ
の
普
及
や
賞
現
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
U
M
言
え
，
優
秀
な
器
紙
、
が
強
閉
さ
れ
、
山
部
械
部
除
夫
が
山
内
現

し
た
後
も
駁
容
が
少
年
の
叫
(
札
機
を
求
め
れ
い
の
は
、
一
瞬
に
煤
勝
決
取
付
け
な
か
っ
た
た
め
に
現
に
そ
の
必
要
が
あ
っ

iJ、
く

の
場
合
ゃ
ー



ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ボ
ー
イ
hw
胤
限
必

除
く
と
も
特
協
の
恐
山
間
が
あ
つ
な
と
は
認
め
ら
れ
句
作
怖
い
。

部
除
脱
献
に
脅
す
る
親
方
の

れ
た
と
恕
柿
航
さ
れ
る
に
し
て

は
じ
め
て
そ

の
で
あ
り
、

ぃ
。
従
っ
て

のも
苦~、
J録台

際
ず
る
に
少
年
の
苦
役
・

い
て
の
枇
合
的
不
感
症
が
格
性
的
に
従
来
の
憤
脅
か
}
機
銃
せ
し
め
た
に

般
の
認
畿
と
閣
情
が
弛
模
さ
れ
る
と
き
、

一
に
以
て
一
献
金
的
長
心
の

っ
た
の
で
あ
っ

の
閉
経
の
前
迭
に
徴
一
実
み
つ
つ
あ
つ
に
。
そ
の
動
向
が
絞
令
ふ

!
?
l
，ヮ
4
ツ

限
し
つ
つ
あ
っ
た
に
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
工
場
記
安
保
護
議
軌
を
は
じ
め
と
令
ゐ
致
命
町
立
法
制
定
の
筑
惑
の
基
底
に
磯
れ
な
き
純
粋
の
人

つ
つ
あ
っ
允
の
沿
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
併
も
新
ゐ
情
勢
身
反
映
し
て
、
慨
に
治
安
官
の
中
に
は
被
救
機
先
裁
の
額
融
九
議

、
各
都
市
に
藤
仇
期
成
協
合
支
部
の
設
定
も
亦
数
多
党
ら
れ
る
に
及
ん
だ
。
他

て
、
一
八
二
六
年
ロ
ン
ド
に

CMM円
沖
合
凶
ぎ
の

w
q
c片
足
密
ー

ぷ〉

益
代
ゐ
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除
夫
方
、
斯
る
人
道
的
批
特
の
矢
商
じ
立
つ

同
合
同
の
窓
B
P
3
3
4
2
2宮
裂
が
創
設
さ
れ
、
メ

4

・J
プ
の
儀
袋
行
列
に
器
し

(
幻
U

、

に
饗
膳
す
み
こ
と
に
決
し
た
回
目
長
熔
し
て
い
る
の
は
川
似
令
そ
れ
が
鴬
日
課
り
の

批
判
そ
摂
和
せ
ん
と
す
る
偶
義
的
な
試
み
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

の
艇
に
熱
し
つ
つ
あ
る
と
き
‘

あ
ゐ
こ
と
は
叫
明
白
で
あ
っ
立
に
し
て
も
、
世
論
の

と
準
備
さ
れ
て
い
に
一
八
三
四
年
に
五
っ
て
多
年
嬢
氏
期
成
協
合
の

イ
リ
ア
ぷ
・
ト
ウ
タ
に
よ
っ
て
下
院
に
提
出
さ
れ
、
ふ
-
凶
才
以
下
の
徒
弟
の
会
厳
令
企
M

附
し
て
い
た
。
調
刑
法
改
正
@
工
場
法

一
聯
の
批
合
説
法
撤
退
の
枇
掛
か
コ
水
け
て
州
知
尚
さ
れ
た
こ
の
法
案
は
蛍
然
多
く
や
期
待
さ
れ
七
の
で
お
つ
に
が
ち
下
院
に
於
け
る
ゐ

多

少

む

と

f
上
院
で
の
吏
じ
大
幅
の
修
正
沿
通
じ
て
締
結
は
緩
め
て
弱
機
化
さ
れ
七
割
と
な
っ
て
成
文
化
さ
れ
に
じ
過
ぎ
な
い
。
勿
論

法
裁
憲
議
の
間

ι光
年
結
成
さ
れ
に
親
方
の
聯
合
協
合
一
が
反
針
縫
動
丸
信
展
開
し
に
の
で
あ
っ
た
が
‘
彼
等
の
主
張
が
、
静
械
や
-
使
用
す
る
に
至

れ
ば
複
雑
な
る
開
港
冶
符
ナ
る
邸
宅
は
殊
に
火
災
の
危
険
診
増
大
す
る
と
い
う
に
あ
っ
大
の
で
事
上
院
議
員
の
良
心
た
総
惇
せ
し
hu
み
に
極

め
て
み
務
劫
で
あ
つ
に
。
そ
れ
故
、
火
災
保
険
合
枇
の
〆
"
ア
ス
揃
除
器
の
性
能
身
保
殺
し
む
に
拘
ら
ず
も
上
院
議
員
同
体
不
諮
訟
な
煤
扉

?
¥
ぇ
、
、



か
取
付
け
て
陥
も
火
災
の
危
険
に
脅
か
さ
る
の

一
七
八
八
年
の
訟
体
が
制
定
さ
れ
て
以
来
学
世
紀
、
そ

嚇
聞
く
号
制
凡
乗
っ
て
こ
の
法
律
が
誌
は
札
げ
れ
ち
M

と
は
人
道
主
義
の

伝
八
八
年
の
法
律
や
撤
燦
ず
る
。
二
、
十
才
以
下
の
者
冶
徒
弟
と
な

て
す
る
よ
り
も
、

の
で
あ
つ
に
。
ぞ
れ
ぶ
し
て
も

ぎ
ゐ
沿
斜
欝
し
て
蕊
ね
び
改
正
法
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
し
て
葬
去
ら
れ

の
勝
利
で
あ
っ

ょ
う
。
そ

る

と

「
〕
、

ぃ
。
玉
、
親
方
は
拐
人
以
下
の
徒
弟
と
二

λ
以

の
議
…
開
会
受
り
も

下
の
見
羽
町
命
採
り
得
る
。
問
、

約
を
な
し
特
ゐ
。

制
収
滋
は
訪
火
設
び
に

ぎ
ず
ー

っ

て

年

令

あ

っ

な
か
っ
大
。
援
に
も
見
習
期
間
の
設
定
の
如
品
川
、
も
、
或
い

じ
断
共
存
な
き
場
合
じ
娘
一
り
正
式
に
契

る
こ
と
、
仕
事
券
求
め
て
禽
一
一
民
滋
時
び
拶
く
こ
と
沿
禁
ず
る
。

で
あ
る

h
A〕
の
法
符
は
十
才
以
下
に
怒
っ

工
、

五
ヶ
年
「
と
さ
れ

-203-

際

し

て

拒

否

る

の

は

容

易

な

こ

な

か

っ

に

か

ら

昨

ん

で
い
允
の
で
‘
~
畿
で
一
八
諮
り
年
に
改
め
て
お
調
法
案
が
操
舟
さ
れ
た
。

一

八

三

郎

い

年

の

治

体

の

認

替

に

よ

っ

ク

ラ

イ

Z
ン
パ
グ

e

ボ

i
f
の
会
綾
以
外
に
こ
の
「
嵐
山
欲
的
一

の

な

品

川

、

こ

と

や

再

び

諮

感

せ

十

二

イ

以

下

の

十
ノ、

才
以
下

や
根
結
す
る

ん
と

許
に

こ
の
間
態

叉
は
許
し
た
場
合
に
五
1
i
ヤ
詩
の
罰
金
喝
な
課
し

受
け
る
旨
の
規
定
に
よ
っ
て
こ
の
目
的
会
議
伎

で
常
に
協
力
的
で
あ
っ
た
タ
イ
ム
ズ
紙
は
グ
ア
ス
ゴ
ウ
に
組
っ
た
ク
ラ
イ
ミ

法
案
審
議
ル
踊
る
鎚
迭
し
て
無
修
庇
で
下
続
殺
論
議
し
た
。
ム

の
性
惑
に
関
す
る
不
安
が
笠
間
で
あ
っ
た
が
、
人
命
無
認

れ
れ
い
結
果
器
械
の
性
能
は
党
葉
の

の
で
そ
の
反
響
は
緩
め
て

の
犠
牲
必
拾
し
み
一
、
火
災
の
窓
騒
々
吋
抑
制
れ
9
0
議
員
間
に

か
ら
ず
と
の
定
論
は
か
か
る
反
艶
論
の
猟
桜
丸
信
許
さ
ず
も
特
別
委
員
舎
の
諜
査

い
う
結
論
h
q
得
允
の
で
漸
く
法
案
は
議
場
し
允

要
と

の
施
行
は
煙
突
改
諮
の
要
や
去
、
成
し
て

ケ
か
干
の
猶
橡
弘
ぜ
輿
え
た
の
で
あ

JUK
民
お
吟

4
4
ζ
E
b
μ

求
蜘
山
掛
川
V
じ
が
じ
っ
詰
紗
多



ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ポ
ー
ィ

ω榔
院

生

琴
野

的
開
+
り
、

て
い
る
し
，
新
じ
出
現
し
た
ラ
モ

少
年
が
救
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
そ
税
騒
し
て
い
る
。

る
が
と
怒
わ
れ
た
こ
の
法
律
も
、
効
力
議
生
後
旬
日
な
ら
ず
し
て
法
鰐
在
潜
ゅ
の
議
開
微
な
親
方
の
出
現
会
許
し

し
め
に
棄
で
‘
蔀
除
が
な
さ
れ
た
際
に
は
そ
の
現
場
に
開
問
会
わ
せ
な
か
っ
允
し
.
登
撃
や

、
続
交
に
忠
賓
で
あ
っ
た
判
決
に
よ
り
法
の
務
紳
は
繰

あ
つ
に
ロ
ン
ド
ン
い
い
於
て
は
灘
く
市
民
の
務
裁
が
浸
透

じ
て
い
た
。
こ
れ
に

。〉

ュ
ー
ル
一
掃
除
擦
の
精
巧
な
ゐ

ゆ

い

然
し
、

命
じ
た
の
で
も
、
許
し
七
の
で
も
な
い

-
壌
忠
一

制
さ
れ
に
の
で
あ
ゐ
ο

し
て
い
た
に
め
少
年
の
濯
備
は
鼠

で
ち
地
方
諸
都
市
で

}
世
紀
近
く
に
一
及
。

出
?
に
入
る

や
富
来
諮
り

の
担
く
箸
滅
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
世
帯
ら
織
絵
器
と
煤
の

設
犯
が
公
然
と
特
わ
れ
る
賓
取
で
、
議
除
用
具
議
殺
を
名
留
に
脱
わ
れ
た
少
年
が
一

併
も
、
法
時
停
は
そ
の
強
行
に
強
制
的
規
定
命
総
合
、
遠
反
者
の

ゐ
み
に
出
る
違
反
鰐
は
総
ん
ど
惨
死
事
件
の
恕
ワ

菟
れ
ゐ
の
で
批
判
つ
化
。
そ
の

献
身
し
、
.
就
に
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せ
し
め
ら
れ

の
側
人
的
な
護
意
に
侠
つ
の
で
あ
っ
・
に
か
ら
、

が
現
場
に
い
な
か
っ
代
事
賓
の

が
る
熱
意
争
以

八間関

O
年
の
法
案
、
翌
識
に
際
し
で
も
下
院
に
あ
う
で
議
カ
な
活
動
会
ぜ
な
し
て
い
に
ア
シ
ユ
ゾ
守
鶏
は
、
第
七
代
シ
ヤ
ア
ツ
ペ
ヲ

l
伯
と
な
り
、

主
読
に
持
す
ゐ
や
一
八
五
一
年
直
ち
に
法
架
そ
提
出
し
に
鰯
後
五
ヶ
年
謹
績
し

づ
れ
も
鍛
緩
や
・
品
川
一
惑
す
み
じ
か
っ

tot-か
く
ゐ
捷
に

あ
っ
た
o

u

の
で
あ
っ
た
が
‘

制
脚
光
令
諮

u
h寄
惑
の

の
試
み
は
、
十
九
一
壮
紀
半
ば
に
及
一
べ

に

ち

の

搾

取

か
ら
始
め
‘

射
す
る
全
般
的
な
見
誰
し
も
な
く
、
綿
々

く
も
畿
総
工
場
及
び
鉱
山
に
於
け
ゐ
先
制
胤
持
織
の
保
譲
歩
々
一

れ
な
い
の
ゆ
か
な
ら
ず
‘
一
杭
A
W
e
綴
憐
政
筑
的
な
観
掛
掛
か
ら
も
毅
極
的
に
短
説
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る

か

く

て

一

八

六

…

年

兇

波

野

識

調

査

委

員

合

が

‘

情

管

制

波

造

業

、

れ
て
手I

1こ~
O すこ

そ設t
の合
立
法
fljl¥ 
定

『ず

ツ



メ
リ
ヤ
ス
縮
。
レ

i
ス

そ
の
弊
容
が
殊
に
附
削
減
刊
と
見
ら
紅

援
船
附
さ
れ
て
い

ι常
り
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
‘
グ
e

d
小

i
イ

ル

-

そ

命

二

年

後

に

提

出

さ

れ

た

報

告

に

よ

れ

ば

、

ノ

ヅ

テ

4
ン
ガ
ム
‘
パ

i

ミ

ン

ガ

ム

等

老

中

心

と

し

て

約

二

千

人

の

そ

れ

じ

仰

っ

て

ど

身

資

買

の

事

紫

す

ら

あ

る

の

が

明

際

と

な

っ

た

。

大

都
市
試
比
較
的
良
い
に
し
て
み
b

，
ロ
ン
ド
ン
に
於
て
す
ら
少
数
の
グ
一
フ
4
ミ
ン
グ
e

d
小

i
イ
が
残
存
し
‘
併
も
検
知
す
る
鰭
{
間
に
あ
旬
。
と

ハ
明
刷
〉

う
の
で
あ
っ
た
。
一
八
踏
む
年
の
法
律
は
究
分
な
効
果
k
q
牧
め
て
い
な
い
と
繍
諒
さ
れ
た
の
で
あ
ゐ
。
殊
に
地
方
で
は
も

し
め
ね
の
で
、
親
方
ゑ
賊
ず
み
廃
な
く
法
網
や
擦
り
持
た
の
で
あ
り
、

親
方
は
発
許
制
に
す
べ
き
こ
と
、

こ
と
と
な
っ

に

取

締

る

こ

偶

然

こ

れ

拍

的

提

出

し

た

「

一

、

十

六

才

以

は

治

火

作

業

中

ゐ

縫

物

じ

入

れ

に

者

は

十

勝

の

罰

金

と

し

も

捕
紋
な
じ
、
そ
の
年
令
必
殺
精
し
特
る
ま
で
見
愛
治
拘
殺
す
み
械
設
を
有
す
。
…
…
‘
二
十
一
才
以
下
の
者
絵
叩

ー

の

建

遇

、

は

常

践

の

。

検

閉

そ

受

け

あ

。

閥

、

」

と

す

る

あ
る
人
の
告
譲
治
受
く
る
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ム
ハ
ナ
乃
の
鵠
刑
と
す
。

も
な
く
透
過
し

ゐ
に
こ
の
法
律
、
か
溌
桁
さ
れ
て
後
も
、
米
だ
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ボ
ー
イ

の
少
年
の
惨
死
事
件
が
松
る
と
、
シ
ヤ
フ
ツ
ペ
ザ

i
伯
は
タ
イ
ム
ズ
紙
と
協
同
し
て
輿
論
の

は
消
え
な
か
っ

八
七
一
一
年
、

ス
タ
ッ
フ
す

i
ド

二E

?
A
y
-
-
-

ハ
市
ノ
ス

は
巧
み

か
い
に
違
法
な
締
除
が
行
わ
れ
、

強
方
賞
欽
一
瞬
夜
間

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
吻
ぶ

1
4
の

あ
日
々
や
理
由
に
訟
外
な
報
酬
や
要
求
し
、

ハ
出
日

U

積
立
金
か
ら
交
錦
必
罷
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
の
如
く
議
米
だ
児
童
婚
し
符
な
か
っ
立
の
親
方
の

奮
境
問
執
と
拠
押
す
籍
な
そ
の
性
格
に
も
依
ろ
う
が
、
煙
突
改
績
の
犠
牲
を
惜
し
J

ん
光
線
総
額
笑
な
怠
授
と
仁
殺
の
精
の
鍬
知
有
硲

寧

ろ

良

心

の

蘇

痔

ぞ

こ

八

七

五

年

に

免

許

制

別

々

以

で

議

機

親

方

々

薄

ら

ん

と

す

る

法

案

密

接

出

し

h
シ
ヤ
ブ

せ
ら
れ
る
と
そ
の
た
め
に
準
備
し
て
い

る
べ
き
で
あ
る
。



ク
ラ
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ミ
Y

グ
司
市
l

イ
山
日
後
止

丘、
F
F
¥
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4

宿
毛
郡
山
此

ク
〈
リ

i
古
立
、
ヨ

!

d

4
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そ
の
パ
認
緩
や
火
の
如
く
記
し
て
い
る
。

sv

る
ジ
吋
叶
プ
サ
ノ
ス
@
ハ
ン
ク
エ

4
が
残
忍
な

而
も
イ
ン
J

グ
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル

て
以
来
百
二
年
の
お
十
月
が

の

地

方

で

、

そ

れ

は

凡

ゆ

み

階

級

の

幾

千

人

ち

の

人

々

以

て

来

、

に

に

行

わ

れ

て

い

る

c

L

様
々
d

れ
ふ
と
今
や
か
ず
の
窓
口
議
会
給
料
胤
ゼ
し
な
ゐ
に
何
の
い
。
こ
こ
に
通
過
し
十
円
法
的
が
…
撤
底
的

に
煤
心
塗
れ
た
白
人
奴
識
の
次
官
kq
「
地
上
で
最
も
謎
纏
的
の
闘
士
か
ら
抹
殺
し
特
に
の
叩
に
あ
つ
に
。
然
し
キ
ヤ
ン
グ
ア
ス
が
完
成
す

る
ま
で
に
は
鴎
つ
の
モ
ダ
ル
や
必
要
と
じ
た
?
長
品
川
、
生
摂
ぞ
虐
げ
ら
れ
し
人
々
の
幅
一
駄
に
棒
げ
た
シ
ヤ
フ
ツ
ペ
リ

i
始
が
.

精
根
耗
い
巣
し
み
ゑ
で
の
十
年
間
に
、
彼
の
英
識
の
同
銀
者
タ
イ
ム
ズ
紙
会

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ぶ
i
z
q

の
復
活
必
二
件

必
一
袋
是
認
め
な

に
の
で
あ
っ
た
。

就
ム
吋
円
立
法
に
ゐ
続
殺
、
も
齢
く
、
そ
の
目
的
達
成
に
臨
時
伐
の
勇
断
と
洞
察
伝
統
い
た
た
め
、
法
律
の
制
定
が
不
予
知
に
嬬
諮
~
ヲ
ム
ト
維
は

あ
っ
た
が
、
惟
え
ば
長
会
問
問
ず
で
あ
っ
た
。
成
々

h
h
m
O
M門
凶
作
ロ

U
m
z
h
g仏
弘
同
日
夜
w

の
掛
川
慨
に
擬
せ
ら
れ
、
一
舵
ム
等
生
活
の
競
歩
向
上
と
共
に
出

現
し
た
完
護
持
鍛
最
大
の
答
議
ク

3
イ
ミ
ン
グ
・
ボ

1
4
が
救
わ
れ
る
ま
で
の
道
程
い
い
は
、
売
っ
λ
~
J
ウ
ェ
イ
的

0
5
浮
払
窓
口
内
耳
o暑
の

性
皮
が
必
要
マ
あ
っ
七
の
で
あ
り
、
掃
除
機
に
よ
っ
て
武
装
さ
れ
た
後
の
足
。
仏
O
H
H
M

一
言
日
目
。
日
比
言
。
別
々
に
と
っ
て
、
そ
の
成
否
は
一
に
一
献
金

的
良
心
の
長
曜
に
懸
っ
て
い
た
の
で
あ
ゐ
。
そ
し
て
、
工
場
児
支
の
椋
護
運
動
に
於
け
る
と
向
。
く
、
経
尚
一
行
穏
の
追
求
が
枇
合
大
衆
の
安

寧
と
鰯
惟
身
侵
し
て
行
わ
れ
ゐ
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
「
台
市
放
在
」
へ
の
人
道
的
批
判
が
大
勢
h

管
制
し
た
と
き
も
は
じ
め
て
そ
の

成
県
た
牧
め
符
に
の
で
あ
っ
た
。
部
も
こ
の
よ
う
な
散
命
感
潮
の
毅
革
と
そ
の
瑚
想
の
露
間
併
は
も
十
九
位
紐
の
z
q

ギ
リ
ス
で
は
闘
員
生
活
の

物
質
的
繁
築
と
柏
侯
つ
之
漸
く
可
能
と
な
っ
に
の
で
あ
る
が
、
か
い
ふ
る
饗
謹
ふ
大
十
九
世
記
経
憐
粧
台
の
底
流
に
躍
し
で
は
本
格
で
充

分
に
言
及
じ
特
な
か
っ
た
の
で
儲
一
将
棋
身
改
め
て
議
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

…ハ
1
〉

門

刷

出

O
吋
偶
作

u

C日
γ
三件
Z

M

V

・M
m
u
a

・

(
2
〉

M
O
の
出
向

γ

一ア

P
H喝
・
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十
三
巻
、
第
六
時
抗
)
が
あ
あ
。
本
稿
執
道
一
に
蛍
つ
て
は
大
い
に
参
照
し
得
た
こ
と
を
-
記
し
て
置
く
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、
A
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経
済
的
時
十
研
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一
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回
恩
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嫌
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、
第
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